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　大学ICT推進協議会（AXIES）2019年度年次大会の開催に当たり、ご挨拶をさせていただきます。

　現代の教育機関を考えてみますと、その情報交換の基礎をなす情報基盤に対して、教育支援システム、研究支援システム、

事務支援システム、図書館システムなど多くのシステムが結合され、これらのシステムなしには、教育機関は成立しないと言っ

ても言い過ぎではありません。また、これらからの情報をもとにした経営支援システム、卒業生システムなど、新たに接続

されてくるシステムも数多くあります。しかも、その進歩は大きく、次から次へとシステムの更新に迫られているのが現状

となっています。

　このような現状に対して、2011年２月、一般社団法人大学ICT推進協議会（AXIES：Academic eXchange for Information 

Environment and Strategy）が設立されました。AXIESは、高等教育機関および学術研究機関におけるICTを利用した教育・

研究・経営等の高度化を図り、我が国の教育、学術研究、文化および産業の発展に寄与することを目的としています。本年

10月１日現在で、国公私立大学や共同研究機関など120の大学等が正会員として、また、産業界からは69団体が賛助会員とし

てご参加いただいています。2018年10月の時点では、正会員110機関、賛助会員62団体であったことからしても、このAXIESが、

我が国で高く評価されてきていることが見てとれます。これまで、初代会長安浦寛人先生（九州大学）、二代目会長北野正雄

先生（京都大学）と学界の重鎮の先生方が会長を務められてきましたが、2019年５月から、私が会長を引き継がせていただ

きました。微力ですが、全力を尽くして本協議会の発展のために努力していきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。

　第９回年次大会は、2019年12月12日（木）からの３日間、福岡国際会議場（福岡市博多区）で開催されます。この会場は、

第１回年次大会が開催された場所で、開催が一巡した記念の大会となります。年次大会では、全体会、企画セッション、一

般セッション、企業セミナー、展示会、情報交換会など盛りだくさんな内容となっています。会員が一堂に集まって、高等

教育・学術研究機関におけるICT利活用の現状や将来の動向について議論をするとともに、活発な意見交換の場としていきた

いと考えております。また、大学の教育改革には、関連する企業との連携が不可欠であり、関連する産業界との交流の場と

しても、本大会が役立てばと考えています。

　ICTを用いて、高等教育・学術研究機関の教育・研究・経営などの高度化やこれらの改革に携わっておられるCIOなどの法

人役員、教員、職員など幅広い皆様にご参加いただき、教育・研究の支援技術についてはもちろんのこと、教育や研究の方

法論、大学経営のありかた、ICT技術の安全・安心の確保、政府の関連施策の動向、高等教育機関の社会的役割など、幅広い

議論が行われる場となることを祈念しております。

　最後に、本年次大会の開催にご尽力いただいている九州大学を中心とする皆様、および、日頃から本協議会の運営にご支

援いただいている関係者の皆様各位に感謝の意を表したいと思います。

年次大会開催にあたって

一般社団法人 大学ICT推進協議会 会長

深 澤  良 彰
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ようこそ二度目の福岡へ

　2019年度の年次大会は、九州福岡での開催になりました。第１回の年次大会を2011年に福岡で開催し、その後各地で年次

大会を開催してきましたが、いよいよ二廻り目ということになりました。遠隔地にも関わらず、今回も、数多くの口頭・ポ

スター発表、ブース展示、企画セミナーのお申し込みをいただくことができました。発表のお申し込みをいただきましたみ

なさま、セミナーなどを企画いただきましたみなさま、スポンサーとしてご協力をいただきました各企業のみなさまに、心

より御礼申し上げます。二度目の開催とはいえ、1000名を越える参加が見込まれる年次大会の準備に要する複雑さ、作業量

は膨大なものであり、お忙しい中ご尽力をいただきました多くの実行委員、事務局のみなさま、前年開催に関わる知見をご

提供いただきました北海道大学関係者ほか、関係されるみなさまに、深く感謝申し上げます。

　今年も例年に倣って、３日間の会期といたしましたが、特に最終日を土曜日とすることにいたしました。大学等高等教育

機関でICTに従事する教職員の中には週日は本務が忙しく、なかなか年次大会に参加できないという声が上がっていましたの

で、少しでも多くの方に参加して頂けるよう初めて土曜日にも開催することにいたしました。週末を利用することにはメリッ

ト／デメリットがあるかと存じます。今後の年次大会の実施方法などについても、忌憚のないご意見お寄せいただければ幸

いです。

　また、今回の年次大会の全体会では、EDUCAUSEのJohn O’Brien会長と東京大学の萩谷昌巳先生に基調講演をお願いする

ことにしました。O’Brien会長にはデジタル倫理の現状についてお話を頂きます。教育に様々な形でICTが利用されるように

なってきた今、デジタル倫理は改めて重要な課題となってきています。萩谷先生には、情報教育の今後のあるべき姿に関し

て総合的な観点から講演をしていただきます。いずれもAXIES関係者にとっては極めて重要な課題です。単に講演を聴講す

るだけでなく、積極的に質問することによって議論を深め、よりよいICT環境構築に役立てて頂ければと思います。

　この度の大学ICT 推進協議会2019年度年次大会への参加が、皆様の業務や教育・研究にお役に立てれば幸甚です。本大会

において、教育機関や教育情報関連産業の様々な参加者と交流を深めていただくとともに、初冬の福岡をお楽しみ頂ければ

と思います。

大会委員長、実行委員長あいさつ

実行委員長

谷 口  倫 一 郎
大会委員長

安 浦  寛 人
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2019年度年次大会実行体制

幹事会

	 大会委員長	 安浦　寛人　（九州大学理事・副学長）
	 実行委員長	 谷口倫一郎　（九州大学システム情報科学研究院 教授）
	 プログラム委員長	 小出　　洋　（九州大学情報基盤研究開発センター 教授）
	 全体会担当責任者	 小野　謙二　（九州大学情報基盤研究開発センター 教授）
	 ネットワーク担当責任者	 岡村　耕二　（九州大学情報基盤研究開発センター 教授）
	 事務総括	 伊藤　元業　（九州大学情報システム部）
	 事務	 久志　　昇　（九州大学情報統括本部）
	 AXIES事務局責任者	 川内　　享　（AXIES事務局）

実行委員会

	 実行委員長	 谷口倫一郎　（九州大学システム情報科学研究院 教授）
	 副実行委員長	 南里　豪志　（九州大学情報基盤研究開発センター 准教授）
	 プログラム委員長	 小出　　洋　（九州大学情報基盤研究開発センター 教授）
	 全体会担当	 岡田　義広　（九州大学附属図書館付設教材開発センター 教授）
		  金子　晃介　（九州大学サイバーセキュリティセンター 准教授）
	 広報・Web担当責任者	 嶋吉　隆夫　（九州大学情報基盤研究開発センター 准教授）
	 広報・Web担当	 吉田　和幸　（大分大学学術情報拠点 教授）
		  奥村　　勝　（福岡大学情報基盤センター 教授）
		  谷本　輝夫　（九州大学情報基盤研究開発センター 助教）
		  王　　静芸　（九州大学情報基盤研究開発センター 助教）
		  高木早智子　（九州大学情報システム部情報基盤課）
		  林　　若菜　（九州大学情報基盤研究開発センター）
	 展示担当責任者	 藤村　直美　（九州大学情報基盤研究開発センター 特任教授）
	 展示担当	 渡部　善隆　（九州大学情報基盤研究開発センター 准教授）
		  牛尼　剛聡　（九州大学芸術工学研究院 准教授）
		  甲斐　郷子　（九州工業大学情報科学センター 准教授）
	 ネットワーク担当	 笠原　義晃　（九州大学情報基盤研究開発センター 助教）
		  浦川　伸治　（九州大学情報システム部情報基盤課）
	 企画担当責任者	 南里　豪志　（九州大学情報基盤研究開発センター 准教授）
	 企画担当	 上田　将嗣　（九州大学情報システム部情報基盤課）
		  久志　　昇　（九州大学情報統括本部）
	 総務担当責任者	 山口　　誠　（九州大学情報システム部情報基盤課）
	 総務担当	 上田　将嗣　（九州大学情報システム部情報基盤課）
		  平川　　新　（九州大学情報システム部情報基盤課）
	 財務担当責任者	 酒見　史博　（九州大学情報システム部情報企画課）
	 財務担当	 久志　　昇　（九州大学情報統括本部）
		  高木早智子　（九州大学情報システム部情報基盤課）
	 AXIES事務局責任者	 川内　　享　（AXIES事務局）
	 事務委託、論文受付	 林　　康恵　（有限会社セクレタリアット）
	 システム等	 金　　香淑　（有限会社セクレタリアット）
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プログラム委員会

	 委員長	 小出　　洋　（九州大学情報基盤研究開発センター 教授）
	 副委員長	 布施　　泉　（北海道大学）
	 委員	 岡田　義広　（九州大学）全体会担当
		  山田　恒夫　（放送大学）学術・教育コンテンツ共有流通部会／国際連携担当
		  多川　孝央　（九州大学）教育関係部会リエゾン担当
		  嶋吉　隆夫　（九州大学）広報担当責任者
		  藤村　直美　（九州大学）展示担当責任者
		  片桐　孝洋　（名古屋大学）HPC担当
		  森村　吉貴　（京都大学）ITベンチマーキング部会
		  和田　智仁　（鹿屋体育大学）情報教育部会
		  大西　淑雅　（九州工業大学）オープンソース技術部会
		  丹羽　量久　（長崎大学）ソフトウェアライセンス部会
		  細川　達己　（慶應義塾大学）認証連携部会
		  西村　浩二　（広島大学）クラウド部会
		  稲葉利江子　（津田塾大学）ICT利活用調査部会
		  常盤　祐司　（法政大学）教育技術開発部会
		  村瀬　　勉　（名古屋大学）高品質・セキュリティICT部会
		  青木　学聡　（京都大学）研究データマネジメント部会
		  森　　雅生　（東京工業大学）ORCID部会

7



那の
津通
り

昭和通り

福岡市民会館

福岡県立美術館

浜の町病院

須崎公園

福岡中央郵便局

大
博
通
り

マ
リ
ン
通
り

福岡国際
センター

ベイサイドプレイス博多

天神北IC

呉服町IC

地下鉄天神駅

天神中央公園
福岡市役所

アクロス福岡

地下鉄中洲川端駅

博多座博多リバレイン

ホテルオークラ福岡

地下鉄呉服町駅

博多ポートタワー
福岡都市高速環状線

福岡サンパレス
ホテル＆ホール

マリンメッセ福岡

御笠川

那珂川　

セブンイレブン
セブンイレブン

ローソン

ローソン

ミニストップ

博多小学校

博多中学校
原三信病院

築港本町

神屋町

蔵本

那の津大橋

那の津口

天神北

対馬小路

福岡国際会議場

地下鉄空港線

福岡空港 福岡市地下鉄
博多駅
（K11）

JR九州・JR西日本
博多駅

福岡市地下鉄

天神駅
（K10）

西鉄バス

　ソラリアステージ前2A
BRT（中央埠頭行） 

80番
（中央埠頭行/クルーズセンター行）

西鉄バス

　国際会議場
サンパレス前

（BRT・80番・88番） 福
岡
国
際
会
議
場

西鉄バス

　国際センター・
サンパレス前
（99番）

西鉄バス

　博多駅西日本シティ銀行前F
BRT（中央埠頭行）
88番（中央埠頭行）
99番（博多埠頭行）

福岡市地下鉄
福岡空港駅
（K13）

約10分

約5分

約15分

約10分

国際会議場・
サンパレス前

国際センター・
サンパレス前

会場案内図

福岡国際会議場
〒812-0032 福岡県福岡市博多区石城町2−1

福岡国際会議場までのアクセス
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全体会
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Ａ会場

Ｂ会場

CIO昼食会

Ｃ会場

フロアマップ

会場のネットワーク（無線LAN）

	 SSID：FCC_Free_WiFi
	 パスワード：不要

	 国際会議場の無線LANをご利用ください。

参加者アンケートにご協力ください

	 今回の年次大会の運営に関して、アンケートを実施しています。
	 皆様のご意見をお聞かせください。

	 https://q.s.kyushu-u.ac.jp/rQUw7-5dUc/

	 右側のQRコードによりアンケートにアクセスし、ご回答ください。
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　本年次大会開催にあたって、以下の企業の皆様に、協賛、協力いただきました。

　シスコシステムズ合同会社には、プレミアム協賛として、全体会のリアルタイム配信における技術者と機器、ならびに

IT担当技術者向けのセキュリティハンズオンにおける講師と機器をご提供頂きました。 

　リコージャパン株式会社には、プレミアム協賛として、各セッション会場で使用するプロジェクタと、その設置のための

技術者をご提供いただきました。 

　日本マイクロソフト株式会社には、プラチナ協賛として協賛金をご提供いただきました。 

　公益財団法人福岡観光コンベンションビューローには、助成金をご提供いただきました。

　アドビシステムズ株式会社には、ゴールド協賛として協賛金をご提供いただきました。

　アマゾンウェブサービスジャパン株式会社には、ゴールド協賛として協賛金をご提供いただきました。

　GMOペパボ株式会社には、大会Webサイト運営のためのクラウド環境をご提供いただきました。

　この場をお借りして、深く感謝申し上げます。

大会委員長　安浦寛人

実行委員長　谷口倫一郎

協賛・協力の御礼
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2019年12月12日（木）

午前１ 午前２ 昼 午後１ 午後２ 夜間

9：10 〜 10：40 11：00 〜 12：30 12：40 〜 13：30 13：45 〜 15：15 15：35 〜
17：05

17：05 〜
19：00

Ａ会場 502-
503

出展（TA2）
国立情報学研究所
学認が支える学術基盤の

「信頼」とは―フェデレー
ションからクラウド、研究
データ管理まで―

企画（TA4，TA5）
NII-SOCSインシデントマネジメント
研修

B会場 504

C会場 505

D会場 401-
402

一般（TD1）
クラウド・業務サービス１

一般（TD2）
クラウド・業務サービス2

企画（TD4）
組織のセキュリティポリ
シーに合致するクラウ
ド環境の作り方

E会場 403

F会場 404-
406

企画（TF1）
大学ICTのための『ユー
ザサポート』を考える

一般（TF2）
LMS・教育学習支援

ランチョン（TF3）
ニュータニックス・ジャパ
ン合同会社
ハイブリッドクラウドを実現
するNutanix Enterprise 
Cloud OS

G会場 409-
410

企画（TG1）
高等教育機関におけ
る基盤ソフトウェア等
のAXIES正会員向け
特別プログラムについ
て

企画（TG2）
わが国における次世
代 電 子 学 習 環 境

（NGDLE）に向けた取
り組み2019：エコシス
テムと国際標準化

ランチョン（TG3）
アマゾンウェブサービス
ジャパン株式会社
The new normal in 
Public Sector

企画（TG4）
LMSエキスパートの教
員は担当する授業でど
のようにICTを利用して
いるのか？

H会場 411-
412

一般（TH1）
情報教育・プログラミン
グ教育

一般（TH2）
ICT活用・教育実践1

ランチョン（TH3）
アカマイ・テクノロジー
ズ合同会社
大学の公開ウェブが抱え
る隠れたサイバーリスクと
停止リスク

企画（TH4）
EDUCAUSE O’Brien
会長と語る大学ICTの
将来像

I 会場 413

企画（TI1）
研究データマネジメント
の組織的行動への展
開

企画（TI2）
ITベンチマーキング調
査事業中間報告

13：45～14：45
出展（TI4）
エクスジェン・ネットワー
クス株式会社
オープンサイエンス基盤を
ID管理で実現する有効
活用方法と学認SPの活
用事例

J会場 414

ポスター・
展示会場

多目的
ホール ポスター・展示

ポスター
セッション
コアタイム

オープニン
グギャザリ
ング
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2019年12月13日（金）

午前１ 午前２ 昼 午後１ 午後２ 夜間

9：00 〜 10：30 10：50 〜 12：20 12：30 〜 13：20 13：40 〜
16：30 16：45 〜 17：45 18：00 〜

20：00
３階メインホール 全体会
サンパレス２階 情報交換会

Ａ会場 502-
503

B会場 504
C会場 505

D会場 401-
402

一般（FD1）
BYOD・情報デバイス
の教育への応用

一般（FD2）
デジタルコンテンツ・研
究データ管理

E会場 403

9：00～10：00
出展（FE1）
日経BP／日経BPマー
ケティング
これからの大学に必要と
なるAI教育の進め方 ―
基礎知識のない文科系
新入生での実践事例か
ら、全学向けカリキュラム
の構築まで―

10：50～11：50
出展（FE2）
さくらインターネット／プ
ラナスソリューションズ
Tellus ～政府衛星デー
タのオープン&フリー化及
びデータ利用環境整備
事業

16：45～17：45
出展（FE5）
アカマイ・テクノロジー
ズ合同会社
フィッシング、標的型攻撃
の対策を5分で全校展
開 ～DNSに乗せられる
脅威インテリジェンス～

F会場 404-
406

企画（FF1）
高等教育機関等にお
けるICT利活用調査向
けWebアンケートシステ
ムの開発

企画（FF2）
BYOD活用に向けた
無線LAN性能計測

ランチョン（FF3）
ユニアデックス株式会社
学校法人青山学院 全学
ICT基盤システム最適化
とサイバーセキュリティ強
化の事例紹介

G会場 409-
410

一般（FG1）
HPCテクノロジー1

一般（FG2）
HPCテクノロジー2

ランチョン（FG3）
日本マイクロソフト株式
会社
全学の学生とあらゆる学
習ツールのコラボレーショ
ンHubとなる協働学習プ
ラットフォームをMicrosoft 
365でセキュアに実現

H会場 411-
412

一般（FH1）
ICT活用・教育実践2

企画（FH2）
パスワード不要のシン
プルで堅牢な認証シス
テム構築に向けて

ランチョン（FH3）
レッドハット株式会社
重要性の高まるOSS関連
技術と、レッドハットが提供
する実践的な教育支援の
ご紹介

I 会場 413

企画（FI1）
Moodleプラグイン開発
とApereo Foundation
によるオープンスタン
ダードソリューション

10：50～11：50
出展（FI2）
シスコシステムズ合同
会社

【シスコユーザ事例／東
洋大学様】やり方ひとつ
で変わるWebexの浸透
術／WiFi6と5Gの共存
について

J会場 414

企画（FJ1）
社会人エンジニアのた
めの実践的な情報教
育

10：50～11：50
出展（FJ2）
アドビシステムズ株式
会社
大学における新時代のデ
ジタルクリエイティブ教育
について～授業実践報
告～

16：45～17：45
出展（FJ5）
富士通株式会社
TOGAF,ArchiMateに基
づくシステムインフラストラ
クチャの図式表現による
ITシステム要求要件の明
確化、標準化－京都大学
様システムでのモデリング
検証－

ポスター・
展示会場

多目的
ホール 展示・ポスター
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2019年12月14日（土）

午前１ 午前２ 昼 午後１

9：00 〜 10：30 10：50 〜 12：20 12：30 〜 13：20 13：45 〜 15：15

Ａ会場 502-
503

企画（SA1）
これからの大学の情報教育

企画（SA2）
これからの大学の情報教育

企画（SA4）
これからの大学の情報教育

B会場 504

C会場 505

D会場 401-
402

企画（SD1）
大学の事務用業務システム
の現状

E会場 403

9：00～9：30
出展（SE1）
株式会社クオリティア
ローコストで実現可能な最新の
標的型攻撃対策 ～パスワード
付きファイルの脅威から情報を守
る～

10：50～11：50
出展（SE2）
株式会社内田洋行
大好評！ご利用学校数260校突
破！「ウチダのOffice学割」の
AXIES正会員向け特別プログラ
ム／大学向けセキュリティ対策ソ
リューションのご紹介

F会場 404-
406

一般（SF1）
情報教育・サイバーセキュリ
ティ

一般（SF2）
サイバーセキュリティ・情報基
盤と対策

一般（SF4）
危機管理・CSIRT・ISMS

G会場 409-
410

一般（SG1）
HPCテクノロジー3

ランチョン（SG3）
アラクサラネットワークス株式
会社
大学向けネットワークセキュリティ
ソリューション

H会場 411-
412

企画（SH1）
次世代公開教育資源（OER）
の展望

企画（SH2）
ORCIDの活用と展開

ランチョン（SH3）
ソニービジネスソリューション
株式会社
研究データ管理実現をサポート
する光ディスク「オプティカルディ
スク・アーカイブ」

I 会場 413

9：00～10：00
出展（SI1）
日本オラクル株式会社
皆に知ってほしい、Javaサポート
に関する本当の話/SINET接続
でデータ転送なし!!OSS利用に
も最適なOracle Cloud

10：50～11：50
出展（SI2）
パロアルトネットワークス株式
会社
まだEDR？ パロアルトネットワー
クスが推奨するXDRとは

企画（SI4）
IT担当技術職向けセキュリ
ティハンズオン

J会場 414

9：00～9：30
出展（SJ1）
BlackBoard Japan株式会
社、アシストマイクロ株式会社
クラウドベースのMoodleが選ば
れている理由

10：50～11：20
出展（SJ2）
ジュニパーネットワークス株式
会社
BYOD時代にふさわしい先端的
な無線LAN ～AI/人工知能、
データサイエンスと最新クラウド
テクノロジを組み合わせて「つな
がらない」・「遅い」問題を解決～

ポスター・
展示会場

多目的
ホール 展示・ポスター
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全体会

	 日時：12月13日（金）13：40 〜 16：30
	 場所：福岡国際会議場（３Fメインホール）

１．会長挨拶
	 深澤良彰（大学ICT推進協議会会長/早稲田大学教授）

２．来賓挨拶

３．大学ICT推進協議会の概要紹介
	 相原玲二（大学ICT推進協議会副会長/広島大学教授）

４．基調講演１
	 タイトル：2019年のデジタル倫理の現状：興奮、警告、希望（英語講演：日本語通訳あり）
	 講演者：John O’Brien（EDUCAUSE President & CEO）

講演概要：
技術革新に関する倫理的な懸念は決して新しいものではありません。しかしながら、今日の教育技術革新
をめぐる熱狂は、しばしば、微妙で、強力で、時に重大な、倫理上の絡み合いをかくしてしまいます。新
興技術がもたらす倫理的副産物についての毎週のように現れるニュースのヘッドライン、プライバシーが
"EDUCAUSE 2019 Top 10 IT Issues" の上位に現れていることは、デジタル倫理に関する懸念が強まっ
ている可能性を示すものです。この基調講演で、ジョン・オブライエン氏は、潜在的にはこうした道筋を
先導すべき高等教育から、このきわめて挑戦的な状況における興奮、警告、希望について、事例を示し、
論じます。

	 Title： "The State of Digital Ethics in 2019： Excitement, Caution, and Hope"
	 Abstract：
	� Ethical concerns related to technology innovation are hardly new. Today, however, the hype around educational technology 

innovation often masks nuanced, powerful, and sometimes grave ethical entanglements. With weekly headlines about ethical 
ramifications of emerging technologies and the appearance of privacy near the very top of the EDUCAUSE Top 10 IT Issues 
for 2019, concerns about digital ethics are likely to intensify. In this keynote, John O'Brien will make the case for excitement, 
caution, and hope in this exceedingly challenging landscape--with higher education potentially leading the way.

５．2018年度年次大会論文賞等の表彰

６．基調講演２
	 タイトル：いまこそ情報教育革命なのか？（日本語講演：英語通訳あり）
	 講演者：萩谷 昌巳（東京大学・大学院情報理工学系研究科 教授）

講演概要：
社会からの情報教育への期待は高まるばかりであり、様々な活動が各々の思惑のもとで活発に行われてい
るところであるが、ここ１年か２年が、今後の日本の情報教育の命運を決める極めて重要な時期であるこ
とには疑う余地はない。まさに、情報教育革命が起きようとしているのではないか。いや、そうでないと
するならば、情報教育革命を起こすべきではないか。社会全体として情報人材をどのようなポートフォリ
オで育成すべきかを考えて、日本の教育の特質を押さえたうえで、専門教育と一般教育の兼ね合い、大学
入試の役割、統計教育との協働、学校教育と私的な教育の関係、生涯教育の位置づけと実現方法、MOOC
の活用など、これらの課題を総合的に解決するような情報教育全体の革命を起こさねばならない。

７．2020年度年次大会のご案内
	 下條真司（大阪大学サイバーメディアセンター長・教授）
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2018年度年次大会論文賞及びポスター賞

論文賞

【最優秀論文賞】
	 題目：大学活動におけるストリーミング配信プラットフォームの活用
	 著者：玉造 潤史（東京大学）、本城 剛毅（東京大学）、下見 淳一郎（東京大学）

【優秀論文賞】
	 題目：フレッツ回線を利用したキャンパス間通信のバックアップ手法とその実践
	 著者：近堂 徹（広島大学）、吉田 朋彦（広島大学）、西村 浩二（広島大学）、相原 玲二（広島大学）

【優秀論文賞】
	 題目：ネットワークログを用いたセキュリティアップデート支援システムの試作
	 著者：�田島 浩一（広島大学）、岸場 清悟（広島大学）、近堂 徹（広島大学）、渡邉 英伸（広島大学）、岩田 則和（広島大学）、

西村 浩二（広島大学）、相原 玲二（広島大学）

【優秀論文賞】
	 題目：「トラフィック情報提供システム」の機能強化
	 著者：細川 達己（慶應義塾大学）、金子 康樹（慶應義塾大学）

ポスター賞

【最優秀ポスター賞】
	 題目：システム利用情報を活用した学生見守りシステムの構築
	 著者：�矢野 孝三（麗澤大学）、大塚 秀治（麗澤大学）、岡田 雅文（株式会社富士通エフサス）、西田直人（株式会社富士通エフ

サス）、大石 岬（株式会社富士通エフサス）、伊庭野 維生（株式会社富士通エフサス）、高井 正志（株式会社富士通エフ
サス）、山野 大偉治（株式会社富士通エフサス）

【優秀ポスター賞】
	 題目：手書きレポートとLMSの連携を実現する名大版紙レポシステムの全学運用
	 著者：出口 大輔（名古屋大学）、清谷 竣也（名古屋大学）、大平 茂輝（名古屋大学）、戸田 智基（名古屋大学）
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日時：2019年12月12日（木）17：05 〜 19：00
場所：福岡国際会議場　２階　展示・ポスターセッション会場（多目的ホール）
申込/会費：不要

日時：2019年12月13日（金）18：00 〜 20：00
場所：福岡サンパレスホテル　２階　パレスルームほか
申込/会費：会場定員に余裕がある場合は当日参加を受け付けます。
　　　　　 （当日受付の参加費はお一人様　5,000円）

日時：2019年12月13日（金）10：00 〜 12：00
場所：福岡国際会議場　５階　Ａ会場（502-503）

９：30 〜 10：00　　CIO部会受付
10：00 〜 10：30　　CIO部会会議
10：30 〜 12：00　　CIO向け講演会（パネルディスカッション）
　　　　　　　　　「本音で語る大学における情報環境の現状・課題・将来像」

日時：2019年12月13日（金）　12：20 〜 13：20
場所：福岡国際会議場　５階　501会議室（国際会議室）
内容：CIO部会メンバーと出展企業、賛助会員との昼食会

日時：2019年12月13日（金）　16：40 〜 17：40
場所：福岡国際会議場　５階　504会議室

オープニングギャザリング

情報交換会（懇親会）

CIO部会

CIOと出展企業との昼食会

理事会
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TD1	 クラウド・業務サービス1
日時：2019/12/12　9：10 ～ 10：40　　場所：Ｄ会場（401-402）　　座長：長谷川孝博（静岡大学）

TD1-1	 �マルチクラウドを活用したグループウェア環境の構築 ―クラウド連携の要となるサブシステムの要件定義，設計，結合テスト―
○戸田庸介（京都大学情報環境機構）、宮部誠人（京都大学情報環境機構）、高岸岳（京都大学情報環境機構）、朝尾祐仁（京
都大学情報環境機構）、澤田浩文（京都大学情報環境機構）、岡田悦子（京都大学情報環境機構）、栗川和巳（京都大学情報
環境機構）、古村隆明（京都大学情報環境機構）、永井靖浩（京都大学情報環境機構）

TD1-2	 ��京都大学における業務系システムのクラウドへの全面移行に至る経緯と移行概要 ―過去の経緯と課題および全面移行の結果―
○永井靖浩（京都大学情報環境機構）、岡田悦子（京都大学情報環境機構）、宮部誠人（京都大学情報環境機構）、澤田浩文

（京都大学情報環境機構）、戸田庸介（京都大学情報環境機構）、朝尾祐仁（京都大学情報環境機構）、栗川和巳（京都大学情
報環境機構）

TD1-3	 �クラウドサーバーサービスAIオプションの活用によるｅラーニングシステムへの機能追加アプローチ（2017年大学CIO
フォーラム紹介事例アップデート）
○角井博則（北海道大学大学院工学研究院工学系教育研究センター）

TD1-4	 �BCP/DRのためのクラウド導入検討
○小林久美子（国立情報学研究所）、岸達也（国立情報学研究所）、吉田浩（国立情報学研究所）、合田憲人（国立情報学研
究所）

TD1-5	 �九州大学における電子メールサービスのExchange Online移行
○笠原義晃（九州大学）、嶋吉隆夫（九州大学）、宮口忠幸（九州大学）、藤村直美（九州大学）

TH1	 情報教育・プログラミング教育
日時：2019/12/12　9：10 ～ 10：40　　場所：Ｈ会場（411-412）　　座長：常盤祐司（法政大学）

TH1-1	 �2010－2019年度新入学生の情報教育に関する意識調査
○篠政行（駒沢女子大学メディア表現学科）、スワット・チャロンニポンワーニッチ（文化学園大学教育学・体育学研究室）

TH1-2	 �大阪大学における反転学習的アプローチを用いた一般情報教育科目の開発
○白井詩沙香（大阪大学）、長瀧寛之（大阪電気通信大学）、アリザデ メラサ（大阪大学）、竹村治雄（大阪大学）

TH1-3	 �授業での初学者用プログラミング学習支援環境における学習者状況の可視化
○布施泉（北海道大学）、中原敬広（合同会社三玄舎）

TH1-4	 �初年次教育におけるScratchとロボットを活用したプログラミング学習の取り組み
○矢野弘（創価大学大学院工学研究科）、崔龍雲（創価大学大学院工学研究科）、篠宮紀彦（創価大学大学院工学研究科）

TH1-5	 �共通教育における教養科目としてのプログラミング入門
○石黒克也（高知大学学術情報基盤図書館）、佐々木正人（高知大学学術情報基盤図書館）、佐々浩司（高知大学学術情報基
盤図書館）

TH1-6	 �学習経済におけるコンピテンシーに基づく教育
○堀真寿美（NPO法人CCC-TIES）、小野成志（NPO法人CCC-TIES）、宮下健輔（京都女子大学）、喜多敏博（熊本大学）

TD2	 クラウド・業務サービス2
日時：2019/12/12　11：00 ～ 12：30　　場所：Ｄ会場（401-402）　　座長：笠原義晃（九州大学）

TD2-1	 �AXIESによる包括したアプリケーション利用環境構築の構想
○丹羽量久（長崎大学）、鈴木斉（長崎大学）、上繁義史（長崎大学）、中村修（慶應義塾）、藤村直美（九州大学）

TD2-2	 �京都大学教職員用メールSaaS移行の経緯，移行プロセスの詳細，現状の運用と課題
○宮部誠人（京都大学情報環境機構）、戸田庸介（京都大学情報環境機構）、南部博明（京都大学情報環境機構）、岡田悦子（京
都大学情報環境機構）、栗川和巳（京都大学情報環境機構）、針木剛（京都大学情報環境機構）、赤坂浩一（京都大学情報環
境機構）、永井靖浩（京都大学情報環境機構）

口頭発表
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TD2-3	 �旅行伺提出フォーム及び共同利用支援システムの開発
○島袋友里（京都大学企画・情報部情報基盤課情報支援掛）、平井康博（複合原子力科学研究所技術室）

TD2-4	 �Amazon AWSを用いたRStudio Server環境構築の必要性に関する予備的な報告
○宇都宮譲（長崎大学経済学部）

TD2-5	 �eduroamの認証要求の集中による過負荷事象の発生と対策実施について
○山﨑國弘（静岡大学情報基盤センター）、磯部千裕（株式会社アバンセシステム）、永田正樹（静岡大学情報基盤センター）

TF2	 LMS・教育学習支援
日時：2019/12/12　11：00 ～ 12：30　　場所：Ｆ会場（404-406）　　座長：布施泉（北海道大学）

TF2-1	 �Moodle用Kalturaプラグインの更新と機能拡張
○齊藤智也（山口大学メディア基盤センター）、王躍（山口大学メディア基盤センター）、西村世志人（山口大学メディア基
盤センター）、末長宏康（山口大学メディア基盤センター）、金山知余（山口大学メディア基盤センター）、大平康旦（山口
大学メディア基盤センター）、爲末隆弘（山口大学メディア基盤センター）、江口毅（山口大学メディア基盤センター）、
今岡啓治（山口大学メディア基盤センター）、久長穣（山口大学メディア基盤センター）、多田村克己（山口大学メディア基
盤センター）

TF2-2	 �京都大学におけるLearning Management Systemを利用した、留学生を対象とする日本語プレースメントテストの支援と現状について
○外村孝一郎（京都大学企画・情報部）、パリハワダナ ルチラ（京都大学国際高等教育院附属日本語・日本文化教育センター）、
梶田将司（京都大学情報環境機構IT企画室）

TF2-3	 �一般情報教育におけるLINE-Bot型クイズシステムの試用
○喜多一（京都大学）、日置尋久（京都大学）、中津亨（京都大学）、酒井博之（京都大学）、岡本雅子（京都大学）、池田佳
代（NTTコミュニケーションズ株式会社）、加古達也（NTTコミュニケーションズ株式会社）、鈴木聡介（NTTコミュニケー
ションズ株式会社）、吉川昌吾（NTTコミュニケーションズ株式会社）

TF2-4	 �MOOC・SPOCを核とした持続的な教育改善・質的向上をどう実現するか
○山田剛史（京都大学高等教育研究開発推進センター）、勝間理沙（京都大学高等教育研究開発推進センター）、長沼祥太郎

（九州大学教育改革推進本部）、岡本雅子（京都大学高等教育研究開発推進センター）、酒井博之（京都大学高等教育研究開
発推進センター）

TF2-5	 �ビジネスゲームにおけるマルチタスクの発生が学生の意識に与える影響に関する考察
○立野貴之（松蔭大学）、舘秀典（東京福祉大学）

TH2	 ICT活用・教育実践1
日時：2019/12/12　11：00 ～ 12：30　　場所：Ｈ会場（411-412）　　座長：稲葉利江子（津田塾大学）

TH2-1	 �神戸から配信する遠隔インタラクティブ講義「計算生命科学の基礎」2018年度報告
鈴木洋介（神戸大学計算科学教育センター）、渡邉博文（神戸大学計算科学教育センター）、石野麻由子（神戸大学計算科学
教育センター）、土井陽子（理化学研究所生命機能科学研究センター）、倉仁美（神戸大学計算科学教育センター）、江口至
洋（神戸大学学術・産業イノベーション創造本部）、田中成典（神戸大学計算科学教育センター）、鶴田宏樹（神戸大学学術・
産業イノベーション創造本部）、白井剛（長浜バイオ大学バイオサイエンス学部）、森一郎（神戸大学大学院科学技術イノベー
ション研究科）、伊藤眞里（医薬基盤・健康・栄養研究所バイオインフォマティクスプロジェクト）、臼井英之（神戸大学計
算科学教育センター）、○横川三津夫（神戸大学計算科学教育センター）

TH2-2	 �キャンパス無線eduroamと次世代ホットスポットの最新動向
○後藤英昭（東北大学）、原田寛之（札幌学院大学）、中村素典（京都大学）

TH2-3	 �ストリーミング配信プラットフォームを利用したバーチャルオープンキャンパスの試行
○玉造潤史（東京大学）、丸山美紀（東京大学）、本城剛毅（東京大学）、下見淳一郎（東京大学）

TH2-4	 �京都大学における授業用仮想デスクトップの現状と課題
○岡島賢一郎（京都大学）、石井良和（京都大学）、久保浩史（京都大学）、植木徹（京都大学）、梶田将司（京都大学）

TH2-5	 �立正大学における教育系ネットブート端末のリプレイスについて
○菅野智文（立正大学情報環境基盤センター）、小林剛史（立正大学情報環境基盤センター）、青木和昭（立正大学地球環境
科学部）、中尾圭子（立正大学情報環境基盤センター）、藤村綾（立正大学情報環境基盤センター）、澤村義紀（立正大学情
報環境基盤センター）、小林幹（立正大学情報環境基盤センター）
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FD1	 BYOD・情報デバイスの教育への活用
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｄ会場（401-402）　　座長：金子晃介（九州大学）

FD1-1	 �必携PCでの活用を想定したアプリケーション仮想化システムの実用性検証
○林豊洋（九州工業大学情報科学センター）、戸田哲也（九州工業大学情報科学センター）、冨重秀樹（九州工業大学情報科
学センター）、畑瀬卓司（九州工業大学情報科学センター）、真田実（パナソニックインフォメーションシステムズ株式会社）、
甲斐郷子（九州工業大学情報科学センター）、久代紀之（九州工業大学大学院情報工学研究院）

FD1-2	 �Raspberry Pi 3を活用した情報教育の可能性
○土肥紳一（東京電機大学）

FD1-3	 �鹿屋体育大学におけるタブレット必携化の状況：第2報
○和田智仁（鹿屋体育大学）、中村勇（鹿屋体育大学）、隅野美砂輝（鹿屋体育大学）、幾留沙智（鹿屋体育大学）、髙橋仁大

（鹿屋体育大学）

FD1-4	 �M5StackとWeb Bluetooth APIを用いた安価な出席登録システムの試作
○三好康夫（高知大学）、髙畑貴志（高知大学）

FD1-5	 �京都大学におけるShibboleth IdPのICカード対応と災害対策の取り組み
○中井隆史（京都大学情報環境機構）、針木剛（京都大学情報環境機構）、片桐統（京都大学情報環境機構）、石橋由子（京
都大学情報環境機構）

FD1-6	 �BYOD環境利用を促進するための全学共通情報基礎科目ICT基礎ａにおける授業支援のありかた
○尾崎拓郎（大阪教育大学）、佐藤隆士（大阪教育大学）、片桐昌直（大阪教育大学）

FG1	 HPCテクノロジー1
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｇ会場（409-410）　　座長：中島研吾（東京大学）

FG1-1	 �タイルドディスプレイシステムChOWDERの超大規模画像データ表示機能とその応用事例
○川鍋友宏（国立研究開発法人理化学研究所計算科学研究センター）、小野謙二（九州大学情報基盤研究開発センター）、
櫻井大督（九州大学情報基盤研究開発センター附属汎オミクス計測・計算科学センター）

FG1-2	 �北海道大学情報基盤センター 新スーパーコンピュータシステム利用者からの問い合わせ分析
○吉川潤（北海道大学総務企画部情報企画課）、更科高広（北海道大学総務企画部情報企画課）、吉川浩（北海道大学総務企
画部情報企画課）、金子修己（北海道大学総務企画部情報企画課）、岩﨑誠（北海道大学総務企画部情報企画課）、折野神惠（北
海道大学総務企画部情報企画課）、岩舩歩美（北海道大学総務企画部情報企画課）、深谷猛（北海道大学情報基盤センター）、
岩下武史（北海道大学情報基盤センター）

FG1-3	 �三次元可視化システムと可視化事例の紹介
○齋藤敦子（東北大学情報部情報基盤課）、山下毅（東北大学情報部情報基盤課）、小野敏（東北大学情報部情報基盤課）、
大泉健治（東北大学情報部情報基盤課）、江川隆輔（東北大学サイバーサイエンスセンター）、滝沢寛之（東北大学サイバー
サイエンスセンター）

FG1-4	 �OCTOPUSのクラウドバースティング拡張
○伊達進（大阪大学）、片岡洋介（日本電気株式会社）、五十木秀一（日本マイクロソフト株式会社）、勝浦裕貴（大阪大学）、
寺前勇希（大阪大学）、木越信一郎（大阪大学）

FG1-5	 �OCTOPUS上における既存サービスと共存したDockerによる資源提供環境の構築
○渡場康弘（大阪大学サイバーメディアセンター）、李天鎬（大阪大学サイバーメディアセンター）、伊達進（大阪大学サイ
バーメディアセンター）

FH1	 ICT活用・教育実践2
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｈ会場（411-412）　　座長：山口真之介（九州工業大学）

FH1-1	 �データサイエンス教育における講義・演習環境の構成例
○横山重俊（群馬大学）、浜元信州（群馬大学）、長久勝（ライフマティックス株式会社）、政谷好伸（国立情報学研究所）、
竹房あつ子（国立情報学研究所）、合田憲人（国立情報学研究所）

FH1-2	 �Webページ上で動作するタッチタイピング練習プログラム
○野村卓志（静岡文化芸術大学文化政策学部）、野村恵美子（静岡理工科大学情報学部）
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FH1-3	 �全学電子掲示板のHTML5を利用したWebベースサイネージへのマイグレーション
○山﨑國弘（静岡大学情報基盤センター）、磯部千裕（株式会社アバンセシステム）、永田正樹（静岡大学情報基盤センター）

FH1-4	 �立正大学におけるAV教室の「小さなデジタル化」から将来展望まで
○菅野智文（立正大学情報環境基盤センター）、澤村義紀（立正大学情報環境基盤センター）、羽鳥敦士（立正大学学長室広
報課）、藤村綾（立正大学情報環境基盤センター）、中尾圭子（立正大学情報環境基盤センター）、小林剛史（立正大学情報
環境基盤センター）、小林幹（立正大学情報環境基盤センター）

FH1-5	 �院内学級におけるモバイル機器、TV会議システムによる台湾文化理解授業
〇山本裕一（北海道大学）、佐藤修（国際交流基金ベトナム日本文化交流センター）、小柳千佳子（札幌市立北辰中学校ひま
わり分校）、濱田和（大阪大学医学部附属病院分教室）、佐藤聖子（関西医科大学総合医療センター分教室）、竹内厚志（関
西医科大学総合医療センター分教室）、西牧謙吾（国立障害者リハビリテーションセンター病院）

FH1-6	 �演習系科目における授業配信に対する、学習者の意識調査とシステム設計
○坪倉篤志（日本文理大学）、松永多苗子（日本文理大学）、福島学（日本文理大学）

FD2	 デジタルコンテンツ・研究データ管理
日時：2019/12/13　10：50 ～ 12：20　　場所：Ｄ会場（401-402）　　座長：多川孝央（九州大学）

FD2-1	 �出席確認端末の更新に伴うICカード読み取りアプリの開発
○齊藤智也（山口大学メディア基盤センター）、爲末隆弘（山口大学メディア基盤センター）、久長穣（山口大学メディア基
盤センター）、王躍（山口大学メディア基盤センター）、西村世志人（山口大学メディア基盤センター）、末長宏康（山口大学
メディア基盤センター）、金山知余（山口大学メディア基盤センター）、大平康旦（山口大学メディア基盤センター）、江口毅

（山口大学メディア基盤センター）、今岡啓治（山口大学メディア基盤センター）、多田村克己（山口大学メディア基盤センター）

FD2-2	 �RPAの学生支援における活用 ―BizRobo!による就職情報サイトのスクレイピング―
○田中健吾（香蘭女子短期大学）

FD2-3	 �研究支援部署間の相互理解を目的とした研究事業の実施記録のメタデータ管理手法の検討
○清重周太郎（北海道大学附属図書館 研究開発室）、三上絢子（北海道大学附属図書館 研究開発室）、込山悠介（国立情報
学研究所 オープンサイエンス基盤研究センター）、長谷川晃（北海道大学附属図書館）

FD2-4	 �京都大学オープンコースウェアのコンテンツ制作の現状と教育的利用促進に関する一考察
藤岡千也（京都大学高等教育研究開発推進センター）、○緒方孝亮（京都大学高等教育研究開発推進センター）

FD2-5	 �京都大学教育研究活動データベースの現状と課題
○梶原弘貴（京都大学情報環境機構）、澤田浩文（京都大学情報環境機構）、赤坂浩一（京都大学情報環境機構）、渥美紀寿

（京都大学情報環境機構）、青木学聡（京都大学情報環境機構）

FD2-6	 �On-premises Content Collaboration Platformsの更改
○太田憲治（東北大学電気通信研究所 やわらかい情報システムセンター）

FG2	 HPCテクノロジー2
日時：2019/12/13　10：50 ～ 12：20　　場所：Ｇ会場（409-410）　　座長：伊達進（大阪大学）

FG2-1	 �Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムの運用
○下條清史（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）、宮嵜洋（東京大学情報システム部
情報基盤課）、田川善教（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）、山本和男（東京大学情
報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）、佐島浩之（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコ
ンピューティングチーム）、佐藤孝明（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）、中張遼太
郎（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）、山田新（東京大学情報システム部情報基盤
課スーパーコンピューティングチーム）

FG2-2	 �ピアレビューによる評価の一致度の統計的分析方法
○峯尾真一（高度情報科学技術研究機構）
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FG2-3	 �利用者向けサービスの運用状況について
○田島嘉則（名古屋大学情報連携統括本部情報推進部情報基盤課情報基盤グループ）、山田一成（名古屋大学情報連携統括
本部情報推進部情報基盤課情報基盤グループ）、毛利晃大（名古屋大学情報連携統括本部情報推進部情報基盤課情報基盤グ
ループ）、髙橋一郎（名古屋大学情報連携統括本部情報推進部情報基盤課情報基盤グループ）、片桐孝広（名古屋大学情報基
盤センター大規模計算支援環境研究部門）、大島聡史（名古屋大学情報基盤センター大規模計算支援環境研究部門）、永井亨

（名古屋大学情報基盤センター大規模計算支援環境研究部門）

FG2-4	 �Society 5.0実現に向けた（計算＋データ＋学習）融合
○中島研吾（東京大学情報基盤センター）、塙敏博（東京大学情報基盤センター）、伊田明弘（東京大学情報基盤センター）、
下川辺隆史（東京大学情報基盤センター）、三木洋平（東京大学情報基盤センター）、星野哲也（東京大学情報基盤センター）、
有間英志（東京大学情報基盤センター）、田浦健次朗（東京大学情報基盤センター）、工藤知宏（東京大学情報基盤センター）、
関谷勇司（東京大学情報基盤センター）、中村遼（東京大学情報基盤センター）

FG2-5	 �Dockerコンテナを利用したHPCI仮想端末エミュレータ提供の検討
○石井宏治（国立情報学研究所）、坂根栄作（国立情報学研究所）、合田憲人（国立情報学研究所）

SF1	 情報教育・サイバーセキュリティ
日時：2019/12/14　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｆ会場（404-406）　　座長：岡村耕二（九州大学）

SF1-1	 �高知大学における新入生に対する情報セキュリティ教育の改善
○佐々木正人（高知大学）、石黒克也（高知大学）、佐々浩司（高知大学）

SF1-2	 �標的型攻撃に対するセキュリティ教育を自動化する訓練システムの開発
○塩田智基（香川大学）、北原美里（香川大学）、山下大貴（香川大学）、喜田弘司（香川大学）

SF1-3	 �岩手大学における留学生向け情報セキュリティ教育と他組織との教材の共有
○中西貴裕（岩手大学情報基盤センター）、川村暁（盛岡大学文学部情報部門）、尾中夏美（岩手大学教育推進機構グローバ
ル教育センター）、松岡洋子（岩手大学教育推進機構グローバル教育センター）

SF1-4	 �マルウェアと詐欺を防ぐWindows10メッセージ対応マニュアルの開発
○松澤英之（宮崎大学情報基盤センター）

SF1-5	 �シニア世代の学びにおける情報リテラシー育成の重要性 ―TMUプレミアム・カレッジの受講生調査を踏まえた考察―
○伏木田稚子（首都大学東京大学教育センター）、永井正洋（首都大学東京大学教育センター）

SG1	 HPCテクノロジー3
日時：2019/12/14　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｇ会場（409-410）　　座長：滝沢寛之（東北大学）

SG1-1	 �GPUを搭載した計算機の効率的な運用方法の検討と実装
○當山達也（京都大学企画・情報部）、尾形幸亮（京都大学企画・情報部）、疋田淳一（京都大学企画・情報部）

SG1-2	 �精度保証付き数値計算ライブラリの運用に向けて
○片桐孝洋（名古屋大学情報基盤センター）、石黒史也（名古屋大学大学院情報学研究科）、荻田武史（東京女子大学現代教
養学部）、尾崎克久（芝浦工業大学システム理工学部）、大島聡史（名古屋大学情報基盤センター）、永井亨（名古屋大学情
報基盤センター）

SG1-3	 �東京大学情報基盤センターにおけるスーパーコンピュータの利用状況と利用制度について
○中張遼太郎（東京大学情報システム部情報基盤課）、宮嵜洋（東京大学情報システム部情報基盤課）、田川善教（東京大学
情報システム部情報基盤課）、山本和男（東京大学情報システム部情報基盤課）、佐島浩之（東京大学情報システム部情報基
盤課）、佐藤孝明（東京大学情報システム部情報基盤課）、下條清史（東京大学情報システム部情報基盤課）、山田新（東京
大学情報システム部情報基盤課）

SG1-4	 �RISTによる「京」時代のHPCIの利用支援等の活動と将来へ向けた取り組み
○澤井秀朋（高度情報科学技術研究機構）、野口孝明（高度情報科学技術研究機構）、草間義紀（高度情報科学技術研究機構）、
奥田基（高度情報科学技術研究機構）

SG1-5	 �GPUサーバのベンチマークと外乱によって自己組織化するセルオートマトンの実装
○岩瀬雄祐（名古屋大学情報連携統括本部情報推進部情報基盤課）、山田一成（名古屋大学情報連携統括本部情報推進部情
報基盤課）、大島聡史（名古屋大学情報基盤センター大規模計算支援環境研究部門）、片桐孝洋（名古屋大学情報基盤センター
大規模計算支援環境研究部門）

26

会
場
案
内
図

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
覧

全
体
会
・
イ
ベ
ン
ト

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
口
頭
発
表
）

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー

展
示



SF2	 サイバーセキュリティ・情報基盤と対策
日時：2019/12/14　10：50 ～ 12：20　　場所：Ｆ会場（404-406）　　座長：砂原秀樹（慶應義塾大学）

SF2-1	 �Office 365のフィッシング対策強化のためのPowerShellによる設定事例
○葛西真寿（弘前大学大学院理工学研究科）、小倉広実（弘前大学情報連携統括本部情報基盤センター）、須藤勝弘（弘前大
学情報連携統括本部情報基盤センター）、竹内淑怜（弘前大学情報連携統括本部情報基盤センター）

SF2-2	 �名古屋工業大学における2018・2019年度の情報セキュリティ対策
○齋藤彰一（名古屋工業大学）、松尾啓志（名古屋工業大学）

SF2-3	 �京都大学における情報セキュリティ自己点検の取り組み
○斎藤紀恵（京都大学企画・情報部）、片桐統（京都大学企画・情報部）、戸田庸介（京都大学企画・情報部）、石橋由子（京
都大学企画・情報部）

SF2-4	 �大阪大学のセキュリティに対する取組
○笹尾朋貴（大阪大学情報推進部）

SF2-5	 �UPKIサーバ証明書管理用ツールの開発
○宇田川暢（新潟大学）

SF2-6	 �セキュリティ製品の妥当性点検に向けたアンチウイルスソフト検知率評価システムの提案及びその有効性の検討
○北原美里（香川大学）、米谷雄介（香川大学）、後藤田中（香川大学）、小野滋己（香川大学）、青木有香（香川大学）、
八重樫理人（香川大学）、藤本憲市（香川大学）、林敏浩（香川大学）、今井慈郎（香川大学）、最所圭三（香川大学）、喜田
弘司（香川大学）

SF4	 危機管理・CSIRT・ISMS
日時：2019/12/14　13：45 ～ 15：15　　場所：Ｆ会場（404-406）　　座長：⻄村浩二（広島大学）

SF4-1	 �室蘭工業大学情報教育センターにおける北海道胆振東部地震への対応
○早坂成人（室蘭工業大学情報教育センター）、石坂徹（室蘭工業大学情報教育センター）、小川祐紀雄（室蘭工業大学情報
教育センター）、桑田喜隆（室蘭工業大学情報教育センター）

SF4-2	 �リクナビ事案の概要と教育分野への示唆
○武田俊之（関西学院大学）

SF4-3	 �リスクアセスメント情報共有システムを用いたリスク絞り込み可視化に関する一考察
○新田和也（香川大学）、後藤田中（香川大学）、米谷雄介（香川大学）、小野滋己（香川大学）、八重樫理人（香川大学）、
林敏浩（香川大学）、今井慈郎（香川大学）、喜田弘司（香川大学）、最所圭三（香川大学）

SF4-4	 �大学CSIRT体制に対する考察と新潟大学への適用Ⅱ ―部局CSIRT―
○青山茂義（新潟大学）、三河賢治（新潟大学）、宮北和之（新潟大学）

SF4-5	 �大学CSIRTにおけるグループチャットツール活用事例
○松本哲（大阪大学）、大平健司（大阪大学）、田島滋人（大阪大学）、奥田剛（大阪大学）、猪俣敦夫（大阪大学）、森原一郎

（大阪大学）

SF4-6	 �金沢大学総合メディア基盤センターにおけるISMS
上杉喜彦（金沢大学総合メディア基盤センター）、佐藤正英（金沢大学総合メディア基盤センター）、笠原禎也（金沢大学総
合メディア基盤センター）、大野浩之（金沢大学総合メディア基盤センター）、高田良宏（金沢大学総合メディア基盤センター）、
井町智彦（金沢大学総合メディア基盤センター）、○森祥寛（金沢大学総合メディア基盤センター）、東昭孝（金沢大学総合
メディア基盤センター）、Nakasan Chawanat（金沢大学総合メディア基盤センター）、二木恵（金沢大学総合メディア基盤
センター）、濵貴幸（金沢大学総合技術部）、西川直樹（金沢大学総合技術部）、松平拓也（金沢大学総合技術部）、松能誠仁

（金沢大学総合技術部）、富田洋（金沢大学総合メディア基盤センター）
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TP-1	 九州大学サイバーセキュリティセンターの紹介
○岡村耕二（九州大学サイバーセキュリティセンター）

TP-2	 文部科学省APにより進める岐阜高専のICT活用教育改革（4）
○所哲郎（岐阜工業高等専門学校）、伊藤義人（岐阜工業高等専門学校）

TP-3	 ルーブリック評価用Web型アプリケーションの開発：学習成果に至る過程の可視化を目指して
石川保茂（京都外国語大学）、坪田康（京都工芸繊維大学）、藤原茂雄（（株）内田洋行）、須藤綾子（（株）内田洋行）、
○西山康一（（株）インフィニテック）

TP-4	 学生のPC離れの傾向とタッチタイプ技能獲得の状況（2）
匂坂智子（麗澤大学外国語学部）、○大塚秀治（麗澤大学経済学部）、高辻秀興（麗澤大学経済学部）、神田彰信（麗澤大学
情報教育センター）

TP-5	 京都大学Web戦略室の活動とその役割
○小野英理（京都大学情報環境機構）、森村吉貴（京都大学情報環境機構）、元木環（京都大学情報環境機構）、岩倉正司（京
都大学情報環境機構）、河地裕介（京都大学企画・情報部）、喜多一（京都大学情報環境機構）

TP-6	 京都大学におけるビジュアル・アイデンティティの整備と課題 ―情報メディアでの利用を通じて
○元木環（京都大学情報環境機構）、永田奈緒美（京都大学情報環境機構）、小野英理（京都大学情報環境機構）、岩倉正司

（京都大学情報環境機構）、辰巳明久（京都市立芸術大学美術学部）、喜多一（京都大学情報環境機構）

TP-7	 多様な構成員を持つ大学ICT組織へのSlack導入によるコミュニケーション改善の継続調査
○森村吉貴（京都大学）、渥美紀寿（京都大学）、古村隆明（京都大学）

TP-8	 マンガ表現を用いた環境音の可視化による聴覚障害学生支援
○新井浩（金城大学短期大学部）、井戸健敬（金城大学短期大学部）、下村有子（金城大学）、川邊弘之（金城大学）、瀬戸
就一（金城大学短期大学部）

TP-9	 大学におけるICT利活用教育に関する取組の重要度と支援組織の関連について
○酒井博之（京都大学高等教育研究開発推進センター）、稲葉利江子（津田塾大学学芸学部情報科学科）、辻靖彦（放送大学
教養学部）、平岡斉士（熊本大学教授システム学研究センター）、重田勝介（北海道大学情報基盤センター）

TP-10	 必携ノートPC導入後における窓口対応の変化について
○冨重秀樹（九州工業大学飯塚キャンパス技術部）、井上純一（九州工業大学飯塚キャンパス技術部）、林豊洋（九州工業大
学情報科学センター）、甲斐郷子（九州工業大学情報科学センター）

TP-11	 薬物反応シミュレーションソフトを活用したアクティブ・ラーニング型医学演習
○根本隆行（福岡大学医学部薬理学）、田頭秀章（福岡大学医学部薬理学）、喜多知（福岡大学医学部薬理学）、柴田志保（福
岡大学医学部薬理学）、後藤雄輔（福岡大学医学部薬理学）、喜多紗斗美（福岡大学医学部薬理学）、岩本隆宏（福岡大学医
学部薬理学）

TP-12	 筑波大学の教育用計算機システムにおける性能と利便性を向上させるための機能
○大山恵弘（筑波大学）、中井央（筑波大学）

TP-13	 情報セキュリティおよびユーザサポートを目的としたキャンパスネットワークにおける監視および情報収集機能
○鳩野逸生（神戸大学）

TP-14	 BLEビーコンとスマートフォンを用いた出席確認システム
○佐野彰（龍谷大学理工学部）、関本達生（龍谷大学理工学部）、樋口三郎（龍谷大学理工学部）、松木平淳太（龍谷大学理
工学部）、高橋隆史（龍谷大学理工学部）

TP-15	 Wingnetシステムを利用したP-Drug適正薬剤選択演習
○田頭秀章（福岡大学医学部薬理学）、根本隆行（福岡大学医学部薬理学）、柴田志保（福岡大学医学部薬理学）、喜多知（福
岡大学医学部薬理学）、後藤雄輔（福岡大学医学部薬理学）、喜多紗斗美（福岡大学医学部薬理学）、岩本隆宏（福岡大学医
学部薬理学）

TP-16	 初年次学習者を対象にした演習ベースのｅラーニングシステムについて
○金西計英（徳島大学）、高橋暁子（徳島大学）、戸川聡（四国大学）

TP-17	 学生を対象とした講義動画配信の満足度調査報告
○早坂明哲（日本医科大学）、竹下俊行（日本医科大学）、藤倉輝道（日本医科大学）

ポスター発表
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TP-18	 MoodleにRedashを連携させたアナリティクス機能の実装
○大石哲也（東京工業大学広報・社会連携本部情報活用IR室）、大浦弘樹（東京工業大学教育革新センター）

TP-19	 初等教育機関におけるネットワーク分離の事例報告
○松井聴治（大阪教育大学情報企画室）、佐藤隆士（大阪教育大学情報処理センター）

TP-20	 情報倫理教育の２軸フレームワーク評価法
○村上祐子（セイコー化工機株式会社）、稲垣知宏（広島大学情報メディア教育研究センター）

TP-21	 研究室向け貸出無線APサービスの取り組み
○葭葉純子（東北大学医学系研究科）、中村直毅（東北大学病院）、伊藤和哉（東北大学医学系研究科）、高畑知香（東北大
学医学系研究科）、菱川理絵（東北大学医学系研究科）、長瀬祥子（東北大学東北メディカル・メガバンク機構）、中山雅晴

（東北大学医学系研究科）、冨永悌二（東北大学病院）

TP-22	 ToMMoスーパーコンピュータを利用するための遠隔セキュリティエリアの設置と運用
○長瀬祥子（東北大学東北メディカル・メガバンク機構）、中村直毅（東北大学病院）、伊藤和哉（東北大学医学系研究科）、
葭葉純子（東北大学医学系研究科）、平野幸子（東北大学東北メディカル・メガバンク機構）、齊藤智（東北大学東北メディ
カル・メガバンク機構）、木下賢吾（東北大学情報科学研究科）、中山雅晴（東北大学医学系研究科）、冨永悌二（東北大学
病院）

TP-23	 事務室へのシンクライアント導入による情報支援業務の効率化
○茶谷祥太郎（京都大学大学院工学研究科附属情報センター）、奥中敬浩（京都大学大学院工学研究科附属情報センター）、
浅野義直（京都大学大学院工学研究科附属情報センター）

TP-24	 学認クラウドオンデマンド構築サービス
○佐賀一繁（国立情報学研究所）、竹房あつ子（国立情報学研究所）、丹生智也（国立情報学研究所）、横山重俊（群馬大学）、
合田憲人（国立情報学研究所）

TP-25	 MITライセンスで公開したOpenCEASの導入運用支援
○福森貢（畿央大学教育学習基盤センター）、篠原健（OpenCEAS株式会社）、三矢晴彦（ボウ・ネットシステムズ株式会社）、
植木泰博（ニュータイプシステムズ株式会社）

TP-26	 学習進捗状況をグラフィカルに表示するMoodleプラグインの開発
○長岡千香子（熊本大学）、喜多敏博（熊本大学）、平岡斉士（熊本大学）、鈴木克明（熊本大学）

TP-27	 日本の大学におけるLMSの導入状況
○稲葉利江子（津田塾大学）、酒井博之（京都大学）、辻靖彦（放送大学）、平岡斉士（熊本大学）、重田勝介（北海道大学）

TP-28	 キャンパスネットワークにおけるインシデント対応の自動化 ―シミュレーション実験の報告―
○佐藤聡（筑波大学）、三宮秀次（筑波大学）、片岸一起（筑波大学）、中井央（筑波大学）、亀山啓輔（筑波大学）

TP-29	 教育の内部質保証に向けたLMSの活用
○松本高志（阿南工業高等専門学校）、小松実（阿南工業高等専門学校）、山田耕太郎（阿南工業高等専門学校）、川畑成之

（阿南工業高等専門学校）、太田健吾（阿南工業高等専門学校）

TP-30	 タンパク質構造の教育におけるICTの活用（Ⅱ）
○菊地浩人（日本医科大学）、早坂明哲（日本医科大学）

TP-31	 大学のICT活用教育に対する期待感及び効果の認識における設置者別の経年比較
○辻靖彦（放送大学）、稲葉利江子（津田塾大学）、酒井博之（京都大学）、平岡斉士（熊本大学）、重田勝介（北海道大学）

TP-32	 （発表辞退）

TP-33	 Apereo Foundation を通じたオープンソースコミュニティへの貢献
○梶田将司（京都大学情報環境機構）
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TF1	 大学ICTのための『ユーザサポート』を考える
実行委員会（提案責任者：森村吉貴）…
日時：2019/12/12　9：10 ～ 10：40　　場所：Ｆ会場（404-406）

▪オーガナイザ
森村　吉貴（京都大学）
近堂　　徹（広島大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
西村　直也（さくらインターネット株式会社）
森村　吉貴（京都大学）
近堂　　徹（広島大学）
末廣　紀史（香川大学）
山田　晃久（株式会社早稲田大学アカデミックソリューション）

▪セッション概要
ICT環境が大学の全構成員にとって必要となった今、幅広い層を対象とするユーザサポートを実現し、そのフィードバックをサー
ビス改善に役立てる事が求められている。一方で、多様化・複雑化するサービスを支え、ユーザの要望に応えながら利活用を促進
するためには解決すべき課題も多い。本セッションでは、大学におけるユーザサポートと民間企業におけるカスタマーサポートの
事例を紹介し、大学ICTのためのユーザサポートの将来像について討論を行う。

TG1	 高等教育機関における基盤ソフトウェア等のAXIES正会員向け特別プログラムについて
ソフトウェアライセンス部会（提案責任者：丹羽量久）…
日時：2019/12/12　9：10 ～ 10：40　　場所：Ｇ会場（409-410）

▪オーガナイザ
丹羽　量久（長崎大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
司会：丹羽　量久（長崎大学）
講演者：
小野　裕一（日本マイクロソフト株式会社）
馬場　祐介（トレンドマイクロ株式会社）
大野　秀記（シスコシステムズ合同会社）
藤永宏一郎（株式会社プリンストン）
保坂　大輔（Dropbox Japan株式会社）
舘野　康彦（株式会社内田洋行）

▪セッション概要
高等教育機関において基盤となるソフトウェア等を取り上げて、ライセンス契約の内容およびAXIES会員向け特典について情報共
有します。会員校それぞれの運用・利用形態を踏まえて、全学規模だけでなく部局等を契約対象とする特別プログラムも提供され
ています。また、提供中の特別プログラムの拡充計画についても紹介がなされます。

TI1	 研究データマネジメントの組織的行動への展開
研究データマネジメント部会（提案責任者：青木学聡）…
日時：2019/12/12　9：10 ～ 10：40　　場所：Ｉ会場（413）

▪オーガナイザ
青木　学聡（京都大学）
松原　茂樹（名古屋大学）
船守　美穂（国立情報学研究所）
脇　　昌弘（ソニービジネスソリューション）
朝原　啓太（日立製作所）

企画セッション
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▪講師・パネリスト・司会者等
脇　　昌弘（ソニービジネスソリューション）
船守　美穂（国立情報学研究所）
松原　茂樹（名古屋大学）
青木　学聡（京都大学）

▪セッション概要
研究データマネジメント（RDM）部会では、大学等研究機関が組織的にRDM環境を整備、推進するために必要な検討項目を取り
まとめ、2019年５月に「研究機関における研究データ管理に関する提言（AXIES-RDM提言）」として発行した。RDMが広く普及
するには、トップダウンでのポリシー制定だけではなく、研究者、研究支援者等の役割と具体的行動を明確にする必要がある。本
企画セッションでは、組織的な研究データマネジメント体制の構築に向けた具体例を紹介するとともに、研究者を対象とした研究
データに関する意識調査アンケートの実施について議論を進める。

TG2	 わが国における次世代電子学習環境（NGDLE）に向けた取り組み2019：エコシステムと国際標準化
学術・教育コンテンツ共有流通部会（CSD）、オープンソース技術部会（OSS）、教育技術開発部会（EdTech）（提案責任者：山田恒夫）…
日時：2019/12/12　11：00 ～ 12：30　　場所：Ｇ会場（409-410）

▪オーガナイザ
大西　淑雅（九州工業大学、OSS）
常盤　祐司（法政大学、EdTech）
山田　恒夫（放送大学、CSD）

▪講師・パネリスト・司会者等
大西　淑雅（九州工業大学、OSS）
常盤　祐司（法政大学、EdTech）
山田　恒夫（放送大学、CSD）

▪セッション概要
EDUCAUSEによって提唱された次世代電子学習環境（Next Generation Digital Learning Environments、NGDLE）については、
2016年度以降、AXIES年次大会でも３部会合同の提案セッションとして検証を進めてきた。2019年度大会では、エコシステムと国
際技術標準の観点から、わが国における実践事例を報告いただき、今後の展開について議論する。

TI2	 ITベンチマーキング調査事業中間報告
ITベンチマーキング部会（提案責任者：岡田義広）…
日時：2019/12/12　11：00 ～ 12：30　　場所：Ｉ会場（413）

▪オーガナイザ
岡田　義広（九州大学）
森村　吉貴（京都大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
１．既存調査事業の公開データの整理 Educause CDS を中心に（30分）
２．本部会調査事業概要と中間結果報告（30分）
３．パネル討論（30分）
パネリスト
森原　一郎（大阪大学）
玉造　潤史（東京大学）
森村　吉貴（京都大学）
西村　浩二（広島大学）
岡田　義広（九州大学） 

▪セッション概要
AXIESのITベンチマーキング部会は、各大学がICT戦略を進めるための重要な指針となるデータを提供することを目的としていま
す。また、EDUCAUSE Core Data Service（CDS）を参考に日本版CDSを実施したいと考えています。EDUCAUSE CDS Top 10 
IT Issuesを中心とした今年度の本部会の調査事業について報告・議論をさせていただきます。
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TA4・TA5	 NII-SOCSインシデントマネジメント研修
国立情報学研究所（提案責任者：高倉弘喜）…
日時：2019/12/12　（TA4）13：45 ～ 15：15　（TA5）15：35 ～ 17：05　　場所：Ａ会場（502-503）

▪オーガナイザ
高倉　弘喜（国立情報学研究所）
15：35〜17：05の演習は公開です。どなたでも見学できます。

▪セッション概要
大学における教育・研究が情報システムに大きく依存するようになった現在、情報システムの可用性確保が重要な課題となりつつ
ある。一方で、高度なサイバー攻撃による被害が発生した場合、初動段階では不確定な情報や誤った情報が錯綜し、刻々と変化す
る状況に臨機応変に対応することが求められる。このような緊迫した状況下では、疑心暗鬼によりCISO等の管理部門がエリートパ
ニックに陥ることも珍しくない。そこで、インシデント発生時の危機管理のあり方を考える切っ掛けを作ることを目的として、高
度なサイバー攻撃の実例を模擬した机上演習（Table Top eXercise：TTX）を実施する。演習には、国立大学法人等のCSIRTメン
バーなど日々インシデント対応にあたっている者が参加する。さらに、その様子を公開することで、見学者にも高度なサイバー攻
撃下に曝された際に大学の運営において守るべきものは何かを掴んでもらうことを期待する。

TD4	 組織のセキュリティポリシーに合致するクラウド環境の作り方
クラウド部会（提案責任者：西村浩二）…
日時：2019/12/12　13：45 ～ 15：15　　場所：Ｄ会場（401-402）

▪オーガナイザ
西村　浩二（広島大学）
吉田　　浩（国立情報学研究所）

▪講師・パネリスト・司会者等
詳細については、クラウド部会の活動状況ページ（https：//axies.jp/ja/SIG/activity/lmc99q）をご覧ください。

▪セッション概要
組織がクラウドサービスを利用する際には、組織のセキュリティポリシーとの整合性を考慮する必要がある。一方で、クラウドサー
ビス事業者から提供される多種多様な機能をどのように組合せ、設定すれば、自組織の要求（機能面、セキュリティ面）に合致す
るかを確認することは難しい。本セッションでは、サンプル規程集やガイドラインの要求を満たすクラウド環境の構築方法やその
テンプレート化の可能性等について議論する。

TG4	 LMSエキスパートの教員は担当する授業でどのようにICTを利用しているのか？
教育技術開発部会（提案責任者：常盤祐司）…
日時：2019/12/12　13：45 ～ 15：15　　場所：Ｇ会場（409-410）

▪オーガナイザ
常盤　祐司（法政大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
武田　考正（株式会社 内田洋行）
喜多　敏博（熊本大学）
渡辺　博芳（帝京大学）
喜多　　一（京都大学）
常盤　祐司（法政大学）

▪セッション概要
企業と大学が一丸となってEdTechの実践的な利活用のあり方を提案し推進する教育技術開発部会の議論において、特に企業サイド
から実際の授業におけるICTの具体的な利用状況を知りたいという要求が提示された。本セッションでは、大学においてICTの活
用を推進している教員をパネリストとして招き、自身が担当する授業におけるICT活用の事例や課題について報告し、会場を交え
て大学と企業が新たなICTの利活用の在り方を議論する。
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TH4	 EDUCAUSE John O’Brien会長と語る大学ICTの将来像
CIO部会（提案責任者：深澤良彰）…
日時：2019/12/12　13：45 ～ 15：15　　場所：Ｈ会場（411-412）

▪オーガナイザ
深澤　良彰（早稲田大学）
棟朝　雅晴（北海道大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
講師：EDCAUSE John O’Brien会長

（指定討論者：大学CIOなどを想定）

▪セッション概要
将来の大学ICTの方向性について、EDUCAUSE John O’Brien会長にご講演をいただくとともに、参加いただく大学ICT関係者との
質疑応答を通して議論を深める。

FF1	 高等教育機関等におけるICT利活用調査向けWebアンケートシステムの開発
ICT利活用調査部会（提案責任者：重田勝介）…
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｆ会場（404-406）

▪オーガナイザ
重田　勝介（北海道大学）
酒井　博之（京都大学）
辻　　靖彦（放送大学）
稲葉利江子（津田塾大学）
平岡　斉士（熊本大学）

▪セッション概要
高等教育機関等におけるICT利活用の状況については、これまで文部科学省先導的大学改革推進委託事業等を通して、調査研究が
継続的に進められてきた。AXIES　ICT利活用調査部会ではそれらの調査を引き継ぎ、2015年度、2017年度と「高等教育機関等に
おけるICTの利活用に関する調査研究」を実施してきた。我が国の高等教育機関の悉皆調査として、定期的に実施し現状を把握す
ることが重要であるが、調査ごとのアンケートシステムの構築や分析など非常にコストがかかっている。さらに、対象機関におい
ても、調査結果と自組織との比較などがわかりにくいことや、前調査から自組織がどのように変化してきているのかを客観的に見
ることができないなどユーザフレンドリーな調査となっていない。そこで、ICT利活用調査に特化したWebアンケート機能とユー
ザが全体結果および自組織の比較が可能な結果閲覧機能を有したシステムの開発を進めてきている。
本セッションでは、システムの開発の途中経過を報告すると共に、今後の調査について議論する予定である

FI1	 Moodleプラグイン開発とApereo Foundationによるオープンスタンダードソリューション
オープンソース技術部会（提案責任者：大西淑雅）…
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｉ会場（413）

▪オーガナイザ
梶田　将司（京都大学）
喜多　敏博（熊本大学）
大西　淑雅（九州工業大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
中原　敬広（合同会社三玄舎）
Dr.Charles Severance（University of Michigan）

▪セッション概要
次の２つテーマで講演を行います。
・Moodleプラグイン開発入門（09：00-09：35）
　�オープンソースのLMSを活用するメリットは、利用環境に合わせて機能拡張やカスタマイズできる点になります。オリジナル機

能として開発を業者に委託する場合もあれば、研究開発した機能をオープンソースとして公開する場合もあります。本企画セッ
ションでは、Moodleを題材に機能拡張やカスタマイズを行う際のメリットやデメリットについて説明し、いくつかのプラグイン
開発の事例について紹介します。また、独自開発する際に押さえておきたい情報をわかりやすく解説します。
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・オープンソースおよびオープンスタンダードソリューションの開発と採用（09：45-10：30）
　�LTI（Learning Tool Interoperability）は、クラウド時代の教育と学習の革新を推進し、LTI 1.3とLTI Advantageとして進化し

続けています。本セッションでは、LTIの生みの親であるミシガン大学情報学部のChuck博士による講演を企画しました。
Apereo Tsugi Projectを紹介すると共に、過去10年間のApereo Foundationの開発と採用、重要な役割、および将来などについ
て講演します。

FJ1	 社会人エンジニアのための実践的な情報教育
九州大学（提案責任者：小出洋）…
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｊ会場（414）

▪オーガナイザ
小出　　洋（九州大学）
湯淺　墾道（情報セキュリティ大学院大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
小出　　洋（九州大学）
湯淺　墾道（情報セキュリティ大学院大学）

▪セッション概要
2012年から続いている文部科学省の教育プログラムenPiT（成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成）では、新たな枠組
として2017年から社会人エンジニアのための学び直しの推進を図っている。このセッションではenPiT-Proにおける社会人の学び直
しについて、現在までの取り組みと今後の展開についての議論を行う。

FF2	 BYOD活用に向けた無線LAN性能計測
高品質・セキュリティICT部会（提案責任者：村瀬勉）…
日時：2019/12/13　10：50 ～ 12：20　　場所：Ｆ会場（404-406）

▪オーガナイザ
長谷川　剛（東北大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
招待講演者：福田　　豊（九州工業大学）

▪セッション概要
キャンパスにおける学生の活動に個人所有のノートパソコンやタブレットを利用するBYODの動きが活発化している。その際のネッ
トワーク接続環境として重要となる無線LANは、干渉問題の解消やチャネルなどの設定が重要となる。本講演では、キャンパスネッ
トワークにおける無線LANを用いた通信の性能計測を通じて、キャンパス環境におけるBYODを実現するための無線ネットワーク
設計について議論する。

FH2	 パスワード不要のシンプルで堅牢な認証システム構築に向けて
認証連携部会（提案責任者：細川達己）…
日時：2019/12/13　10：50 ～ 12：20　　場所：Ｈ会場（411-412）

▪オーガナイザ
永井　孝幸（京都工芸繊維大学）
江川　淳一（エクスジェン・ネットワークス株式会社）
細川　達己（慶應義塾）

▪講師・パネリスト・司会者等
森山　光一（NTTドコモ・FIDO Japan WG座長）
市原　尚久（LINE・FIDO Japan WG副座長）
江川　淳一（エクスジェン・ネットワークス株式会社）
河野　圭太（岡山大学）
中田　寿穂（日本マイクロソフト株式会社）
富士榮尚寛（伊藤忠テクノソリューションズ株式会社）
細川　達己（慶應義塾）
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▪セッション概要
昨今、パスワードという認証手段の限界が指摘されており、パスワードを不要とする認証技術の標準規格としてFIDO（ファイド）
認証が注目を集めている。本セッションでは、FIDO自体の紹介とともに、大学の認証システムにおいてどのようにFIDO認証を活
用していけるのかについて、会場の参加者も交えて議論する。

SA1・SA2・SA4	 これからの大学の情報教育
情報教育部会（提案責任者：和田智仁）…
日時：2019/12/14　（SA1）9：00 ～ 10：30　（SA2）10：50 ～ 12：20　（SA4）13：45 ～ 15：15　　場所：Ａ会場（502-503）

▪オーガナイザ
稲垣　知宏（広島大学）
喜多　　一（京都大学）
多川　孝央（九州大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
立田　ルミ（獨協大学）
稲垣　知宏（広島大学）
徳野　淳子（福井県立大学）
中鉢　直宏（帝京大学）
山口　　泰（東京大学）
布施　　泉（北海道大学）
高橋　尚子（國學院大学）
辰己　丈夫（放送大学）
喜多　　一（京都大学）
水野　義之（京都女子大学）
中野　　淳（日経BP）

▪セッション概要
わが国では多くの大学で一般教育として情報教育が行われています。多様な学生を対象に情報に関する幅広い内容を扱うこともあ
り、授業の企画と実施には大学毎に様々な工夫があります。一方、内閣府総合科学技術・イノベーション会議での議論を受け、数理・
データサイエンス・ＡＩ教育を全ての大学生・高等専門学校生が履修できるようにする準備が進んでいます。高等学校においても
2022年度に必修化される「情報Ⅰ」にはデータサイエンス・ＡＩの基礎が取り入れられ、合わせて大学入学共通テスト「情報Ⅰ」
の検討も進められています。このシンポジウムではこのような実状や高大連携の動向を踏まえ、これからの大学の一般教育として
の情報教育について、何を目標に、どのような内容を扱えばいいのかを討議します。

SD1	 大学の事務用業務システムの現状
実行委員会（提案責任者：金川眞行）…
日時：2019/12/14　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｄ会場（401-402）

▪オーガナイザ
金川　眞行（北海道大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
高橋　雄大（高知大学研究国際部学術情報課）
長田　和宏（信州大学総合情報センター）

▪セッション概要
国立大学法人等情報化連絡協議会が開催する事務用業務システム改善についての情報化発表会（事例発表会）での優秀な事例発表
について、本企画セッションでも発表を行います。また、上記発表会での傾向等についても発表します。
　講演：「総合情報システムの更新について（事務システムのネットワーク分離等）」
　講演：「標的型攻撃メールおよびランサムウェアを体験するツールの開発と訓練実施」
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SH1	 次世代公開教育資源（OER）の展望
学術・教育コンテンツ共有流通部会（CSD）（提案責任者：山田恒夫）…
日時：2019/12/14　9：00 ～ 10：30　　場所：Ｈ会場（411-412）

▪オーガナイザ
山田　恒夫（放送大学）
重田　勝介（北海道大学）
深澤　良彰（早稲田大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
重田　勝介（北海道大学）
深澤　良彰（早稲田大学）

▪セッション概要
教育/学習のパーソナル化に向け、学習解析（LA）、デジタルバッジ、生涯学習ｅポートフォリオ、AIチュータ、次世代センサと
AR/VR技術、さまざまな構成要素が進化を続けるなか、学習コンテンツとその共有流通プラットフォームはどのように変革しなく
てはならないか、技術とビジネスモデルの観点からディスカッションする。

SH2	 ORCIDの活用と展開
ORCID部会（提案責任者：森雅生）…
日時：2019/12/14　10：50 ～ 12：20　　場所：Ｈ会場（411-412）

▪オーガナイザ
森　　雅生（東京工業大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
森　　雅生（東京工業大学）
青木　学聡（京都大学）
矢吹　命大（横浜国立大学）

▪セッション概要
永続的研究者識別子として国際的標準となりつつあるORCIDは、国内でも10万人を超える登録者を抱えている。そして、ORCIDと
ともに提供されているサービスについて、単なるPIDを超えた可能性が期待されている。このセッションでは、そうした期待と技
術的な可能性について議論を行う。

SI4	 IT担当技術職向けセキュリティハンズオン
九州大学（提案責任者：南里豪志）…
日時：2019/12/14　13：45 ～ 15：15　　場所：Ｉ会場（413）

▪オーガナイザ
笠原　義晃（九州大学）
浦川　伸治（九州大学）
南里　豪志（九州大学）

▪講師・パネリスト・司会者等
葛生　晋一（シスコシステムズ合同会社）

▪セッション概要
本ハンズオンでは、テストマルウェアを実際に手元のPC端末上で動作させ、その挙動がセキュリティ製品にてどのように見えるか
をご自身で体験いただくことで、EDR（Endpoint Detection and Response）を利用したセキュリティ管理に対する理解を深めてい
ただきます。また、ネットワークの一時利用者や、通信内容を監視できないHTTPSを利用したマルウェアに対するセキュリティ対
策を意識した、DNSセキュリティを体験していただけます。
本ハンズオンは事前登録が必要です。年次大会Webサイトの企画セッションページをご確認いただき、まだ空きがありましたら、
登録してご参加ください。
IT管理者を対象としていますが、参加資格等の制限はありません。セキュリティに関心があり、実際に操作を体験したい方が対象
です。体験用のPC端末はこちらで用意した物を利用していただきます。環境の均一化とセキュリティのため、お手持ちのPCでは
ご参加いただけません。本ハンズオンでは、セキュリティソリューションとして Cisco AMP for Endpoints、Cisco Umbrella、
Cisco Threat Response を使用します。
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ランチョンセミナー
出展者セミナー
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12月12日（木）

TF3	 ハイブリッドクラウドを実現するNutanix Enterprise Cloud OS
出展者：ニュータニックス・ジャパン合同会社…
日時：2019/12/12　12：40 ～ 13：30　　場所：Ｆ会場（404-406）

Nutanixが提供する「Nutanix Enterprise Cloud OS」は「ハイパーコンバージドインフラ」の次世代データセンター基盤として注
目される「マルチクラウド」を実現する最先端のソフトウェアテクノロジーです。
このセッションでは、柔軟かつ俊敏性のあるハイブリッドクラウドを実現するNutanixのソリューションについてご紹介します。

TG3	 The new normal in Public Sector
出展者：アマゾンウェブサービスジャパン株式会社…
日時：2019/12/12　12：40 ～ 13：30　　場所：Ｇ会場（409-410）

日本政府のクラウド利用に係る指針やクラウド市場の動向、AWSクラウドのメリットやAWSクラウドの最新状況や、特に皆様が
課題とされているクラウドの調達の方法についても国内外の事例を交えながらご説明します。

TH3	 大学の公開ウェブが抱える隠れたサイバーリスクと停止リスク
出展者：アカマイ・テクノロジーズ合同会社…
日時：2019/12/12　12：40 ～ 13：30　　場所：Ｈ会場（411-412）

大学の「顔」であるホームページだけでなく、参加の研究、医療機関へのサプライチェーンへの攻撃の入り口となるのが多様化、
高度化しているウェブベースの攻撃です。世の中で起きている攻撃手法を紐解き、見落としがちなサイバーリスクおよびサービス
ダウンのリスクについて解説します。

12月13日（金）

FF3	 学校法人青山学院 全学ICT基盤システム最適化とサイバーセキュリティ強化の事例紹介
出展者：ユニアデックス株式会社…
日時：2019/12/13　12：30 ～ 13：20　　場所：Ｆ会場（404-406）

「学校法人青山学院 全学ICT基盤システム最適化とサイバーセキュリティ強化の事例紹介」と題して、実際に更改プロジェクトを
推進された青山学院大学の丸山先生をお招きして、これまで全学で課題となっていたサイバー攻撃などに対するセキュリティ対策
強化と、それに伴う運用管理負荷の軽減など基盤システム更改における全体最適化のポイントについて、体験談を交えてご講演い
ただきます。

FG3	 全学の学生とあらゆる学習ツールのコラボレーションHubとなる協働学習プラットフォームを
Microsoft365でセキュアに実現。

出展者：日本マイクロソフト株式会社…
日時：2019/12/13　12：30 ～ 13：20　　場所：Ｇ会場（409-410）

大学でのセキュリティ強化は文科省からの通達の通り、最優先すべき課題です。セキュリティを担保しながら、BYODを実現し、
全学規模のクリエイティブな協働学習環境提供、学生・教員間のコミュニケーション活性化を図るため、Microsoft365および
Teamsの利活用が広まっています。その結果めざましい学習効果・研究成果を生み出し、非常に高い学生満足度を得ている海外事
例や国内大学での事例をご紹介します。

ランチョンセミナー
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FH3	 重要性の高まるOSS関連技術と、レッドハットが提供する実践的な教育支援のご紹介
出展者：レッドハット株式会社…
日時：2019/12/13　12：30 ～ 13：20　　場所：Ｈ会場（411-412）

デジタル改革、オープンイノベーション等が叫ばれる中、ソフトウェア技術、とりわけオープンソースソフトウェア（OSS）に関
する技術は、年々重要性を増しています。本セミナーでは、昨今注目されているOSSと、それに関わるレッドハットの活動をご紹
介します。
またOSSについて、研究活動の助けとなる技術習得、ならびに生徒の皆様の実践的なスキル獲得を後押しする、レッドハットの支
援メニューも併せてご提案します。

12月14日（土）

SG3	 大学向けネットワークセキュリティソリューション
出展者：アラクサラネットワークス株式会社…
日時：2019/12/14　12：30 ～ 13：20　　場所：Ｇ会場（409-410）

外部組織や各種ログで通知されるIPアドレスから端末や通信相手（影響範囲）を特定する、そんなシーンが増えていませんか？「IP
アドレスが分かっても、端末がどこにあるか分からない」「被疑端末が、いつ・どこに接続していたか知りたい」といったセキュリ
ティの悩みを解決するネットワークソリューションを紹介します。さらに、日々のネットワーク運用を楽にするマルチベンダ対応
の運用ツールも紹介します。

SH3	 研究データ管理実現をサポートする光ディスク「オプティカルディスク・アーカイブ」
出展者：ソニービジネスソリューション株式会社…
日時：2019/12/14　12：30 ～ 13：20　　場所：Ｈ会場（411-412）

高等教育・学術研究機関では、「研究データ管理」は年々注目されています。
また、分析機器では、AI技術の活用や、高解像・大容量ファイルを生成するようになり、研究現場では、「大容量データの運用と
長期管理」が大きな課題となっています。
本セミナーでは、ソニーが提供する100年保存寿命の光ディスク「オプティカルディスク・アーカイブ」の概要と、研究機関におけ
る運用事例を中心にご紹介します。
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12月12日（木）

TA2	 学認が支える学術基盤の「信頼」とは ―フェデレーションからクラウド、研究データ管理まで―
出展者：国立情報学研究所…
日時：2019/12/12　11：00 ～ 12：30　　場所：Ａ会場（502-503）

国立情報学研究所（NII）は学術認証フェデレーション「学認」を運用しています。学認は学術情報基盤における信頼（トラスト）
の確立を目指し、サービス範囲をクラウド、研究データ管理RDM（research data management）まで拡大しています。改めて学
認が築き上げてきた環境を振り返りつつNIIの提供サービスをご紹介し、学術情報流通・管理・活用における「信頼」「トラスト」
とは何かを考えます。

TI4	 オープンサイエンス基盤をID管理で実現する有効活用方法と学認SPの活用事例
出展者：エクスジェン・ネットワークス株式会社…
日時：2019/12/12　13：45 ～ 14：45　　場所：Ｉ会場（413）

オープンサイエンス基盤であるGakuin RDMやJAIRO Cloud、CiNIIとID管理との連携の活用方法と学認SPの活用事例をご紹介し
ます。

12月13日（金）

FE1	 これからの大学に必要となるAI教育の進め方 ―基礎知識のない文科系新入生での実践事例から、
全学向けカリキュラムの構築まで―

出展者：日経BP／日経BPマーケティング…
日時：2019/12/13　9：00 ～ 10：00　　場所：Ｅ会場（403）

国は年間25万人のAI人材育成の目標を掲げ、大学・高専でAI教育を推進する方針を打ち出しました。こうした中、大学・高専では
どのようにAI教育を進めると良いのでしょうか。日経BPは専門媒体によるAIのコンテンツやノウハウを基に、複数大学でAI教育
に協力しています。本セミナーでは国の政策や全国の高等教育機関での実践など、AI教育の最新事情を解説し、日経BPによるAI
教育支援の取組みと成果を紹介します。

FE2	 Tellus ～政府衛星データのオープン&フリー化及びデータ利用環境整備事業
出展者：さくらインターネット／プラナスソリューションズ…
日時：2019/12/13　10：50 ～ 11：50　　場所：Ｅ会場（403）

「Tellus（テルース）」とは、さくらインターネットが経済産業省からの委託を受けて開発する日本初の衛星データプラットフォー
ムです。本講演ではTellusのビジョンを中心にご紹介致します。

FI2	 【シスコユーザ事例／東洋大学様】やり方ひとつで変わるWebexの浸透術／Wi-Fi6と5Gの共存について
出展者：シスコシステムズ合同会社…
日時：2019/12/13　10：50 ～ 11：50　　場所：Ｉ会場（413）

本セッションでは、２つのテーマを予定しております。１つめは、東洋大学情報システム部様より、Cisco Webexの大学内におけ
る利活用について、ご講演いただきます。まさに、やり方ひとつで変わるツールの浸透術は必聴です。
２つめは、昨今話題の５Gに対して、Wi-Fi６の位置づけに関して、今までにないユースケースも含めて、弊社製品担当より、講演
いたします。

出展者セミナー
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FJ2	 大学における新時代のデジタルクリエイティブ教育について～授業実践報告～
出展者：アドビシステムズ株式会社…
日時：2019/12/13　10：50 ～ 11：50　　場所：Ｊ会場（414）

これからの学生や研究者が活躍するためには、研究内容の質のみならず、研究内容をわかりやすく人に伝える力が欠かせません。
図解や画像、動画を駆使し、相手の興味を喚起するプレゼン、論文・ポスター等をまとめるには、クリエイティブソフトウェアを
使いこなせる新世代のデジタルリテラシーが必要です。当セミナーでは、全国の大学で一般教養として広がりつつあるデジタルク
リエイティブ講座について授業実践事例をご紹介します。

FE5	 フィッシング、標的型攻撃の対策を５分で全校展開 ～DNSに乗せられる脅威インテリジェンス～
出展者：アカマイ・テクノロジーズ合同会社…
日時：2019/12/13　16：45 ～ 17：45　　場所：Ｅ会場（403）

学会のために訪問する他校の教授、公開講座の一般受講者などが学内無線LANを利用する大学において常に脅威の侵入が懸念され
ています。ですが、訪問者の端末を制御する事は不可能なため別の角度からの対策が必要です。この場合、学内からのインターネッ
ト向け通信で常に利用されるDNSを脅威インテリジェンスと連携させる方法が極めて有効です。本セミナーでは、大学で複数の実
績があるDNSを使った脅威対策をご紹介します。

FJ5	 TOGAF、ArchiMateに基づくシステムインフラストラクチャの図式表現によるITシステム要求要
件の明確化、標準化―京都大学様システムでのモデリング検証―

出展者：富士通株式会社…
日時：2019/12/13　16：45 ～ 17：45　　場所：Ｊ会場（414）

技術の多様化で大学のITシステムは複雑化し、上流工程での要件の明確化とオープンスタンダードによる標準化が求められていま
す。京都大学様と富士通は、エンタープライズアーキテクチャTOGAFと記述言語ArchiMateで、稼働中のITシステム（DB）を対
象にモデリング検証を行い、他大学にも活用頂けるリファレンスモデルとなるか有効性評価を実施。
京都大学IT企画室教授の梶田将司様にもご講演頂きます。

12月14日（土）

SE1	 ローコストで実現可能な最新の標的型攻撃対策 ～パスワード付きファイルの脅威から情報を守る～
出展者：株式会社クオリティア…
日時：2019/12/14　9：00 ～ 9：30　　場所：Ｅ会場（403）

昨今主流のパスワード付きファイルによる標的型メール攻撃。今では企業だけでなく、研究情報等の先端技術を保有している教育
機関もターゲットとなっていますが従来のフィルタリング製品では、最新の標的型メール攻撃に対して充分な効果が発揮出来ない
ケースもあります。セミナーでは、当社のメール無害化ソリューションに新たに実装された"サンドボックス機能"による最新の対
策をデモを含めてご紹介します。

SI1	 皆に知ってほしい、Javaサポートに関する本当の話/SINET接続でデータ転送なし!!OSS利用にも
最適なOracle Cloud

出展者：日本オラクル株式会社…
日時：2019/12/14　9：00 ～ 10：00　　場所：Ｉ会場（413）

前半ではWeb中心に広まっているJavaサポートの間違った情報を訂正し、正しい情報をお伝え致します。
後半ではSINET利用によってデータ転送が無料となる、弊社クラウドサービスの概要をご紹介致します。

43

会
場
案
内
図

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
覧

全
体
会
・
イ
ベ
ン
ト

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
口
頭
発
表
）

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー

展
示



SJ1	 クラウドベースのMoodleが選ばれている理由
出展者：Blackboard Japan株式会社、アシストマイクロ株式会社…
日時：2019/12/14　9：00 ～ 9：30　　場所：Ｊ会場（414）

学習管理システムもクラウドへの移行が急速に進んでいます。国内で最も利用されているLMS「moodle」からクラウドへの移行と
そのメリット、独自機能のご紹介を交えながら、国内の導入事例についても詳しくご紹介いたします。

SE2	 大好評！ご利用学校数260校突破！「ウチダのOffice学割」のAXIES正会員向け特別プログラム／
大学向けセキュリティ対策ソリューションのご紹介

出展者：株式会社 内田洋行…
日時：2019/12/14　10：50 ～ 11：50　　場所：Ｅ会場（403）

「ウチダのOffice学割」は大学の費用負担ゼロ、学生が格安でOfficeを購入、様々な特典満載のサービスです。AXIES正会員様向け
にお得となる特別メニューが追加されました。また、包括ライセンス等の教職員・学生向け配布効率化を実現する「Download 
Station」、標的型攻撃やランサムウェア等のセキュリティ対策や学内ライセンス管理に有効な「ASSETBASE」をご紹介いたします。

SI2	 まだEDR？ パロアルトネットワークスが推奨するXDRとは
出展者：パロアルトネットワークス株式会社…
日時：2019/12/14　10：50 ～ 11：50　　場所：Ｉ会場（413）

一般的に、EDRやNTAなどのツールは、個別にデータを保管し個別にアラートを上げますが、データの相関付けがなく、運用者は
整理されていない情報の増加に疲弊して効率が低下します。
弊社が提供するトータルセキュリティ＝Cortex XDRのディテクション＆レスポンスを導入することで、ネットワーク、エンドポ
イント、およびクラウドから集めたログデータを総合的に判断して脅威を食い止めることができます。

SJ2	 BYOD時代にふさわしい先端的な無線LAN ～AI/人工知能、データサイエンスと最新クラウドテク
ノロジを組み合わせて「つながらない」・「遅い」問題を解決～

出展者：ジュニパーネットワークス株式会社…
日時：2019/12/14　10：50 ～ 11：20　　場所：Ｊ会場（414）

BYOD時代にふさわしい先端的な無線LANをデモンストレーションを交えてご紹介します。AI/人工知能、データサイエンスと最
新クラウドテクノロジを組み合わせて「つながらない」・「遅い」問題を解決します。以下のような課題をお持ちの方にお勧めです：
①Wi-Fiの障害対応に時間を要してしまう
②人が密集した際の電波調整を最適化したい
③現在のWi-Fiを快適に使えているか把握したい
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出展者一覧

展示マップ

T-01〜02 ネットワンシステムズ株式会社
T-03〜04 株式会社シー・オー・コンヴ
T-05 丸善雄松堂株式会社
T-06 システムギア株式会社

T-07 Blackboard Japan株式会社、
アシストマイクロ株式会社

T-08 ジュニパーネットワークス株式会社
T-09 日本システム技術株式会社
T-10 さくらインターネット／プラナスソリューションズ
T-11〜12 ソニービジネスソリューション
T-13 レッドハット株式会社
T-14〜15 アカマイ・テクノロジーズ合同会社
T-16 株式会社内田洋行
T-17 CTC/サイオステクノロジー
T-18 株式会社日立製作所
T-19 ファルコンシステムコンサルティング株式会社
T-20 ワールドビジネスセンター株式会社
T-21〜22 アドビシステムズ株式会社
T-23〜24 ＮＥＣ
T-25 リコージャパン株式会社
T-26 Dropbox Japan株式会社
T-27 ＳＣＳＫ株式会社

T-28 パロアルトネットワークス株式会社
T-29〜30 シスコシステムズ合同会社
T-31〜34 西日本電信電話株式会社
T-35 日本マイクロソフト株式会社
T-36 フォーティネットジャパン株式会社
T-37 株式会社クライム
T-38 東京エレクトロンデバイス株式会社
T-39 株式会社ネットスプリング
T-40 Infoblox株式会社
T-41〜43 アマゾンウェブサービスジャパン株式会社
T-44〜45 丸紅情報システムズ株式会社
T-46 ニュータニックス・ジャパン合同会社
T-47 三井情報株式会社
T-48 パナソニックインフォメーションシステムズ株式会社
T-49 フォトロンM&Eソリューションズ株式会社
T-50 富士ゼロックス株式会社
T-51〜52 アラクサラネットワークス株式会社
T-53 株式会社コムネット
T-54 株式会社アルファシステムズ
T-55 日経BP／日経BPマーケティング
T-56 共信コミュニケーションズ株式会社
T-57 株式会社クオリティア

T-58 マクニカネットワークス株式会社
T-59 株式会社シティアスコム
T-60 株式会社朝日ネット
T-61〜62 富士通株式会社
T-63 日鉄ソリューションズ株式会社
T-64 キヤノンマーケティングジャパン株式会社
T-65 ユニアデックス株式会社
T-66 エクスジェン・ネットワークス株式会社
T-67 株式会社東和エンジニアリング
T-68 株式会社プリンストン
T-69 日本オラクル株式会社
T-70 エイチ・シー・ネットワークス株式会社
T-71 全国大学生活協同組合連合会
T-72 日本データパシフィック株式会社
T-73 一般社団法人大学ICT推進協議会（AXIES）
T-74 一般財団法人高度情報科学技術研究機構
T-75 国立情報学研究所
T-76 立正大学　AP（大学教育再生加速プログラム）運営委員会
T-77〜78 大阪大学サイバーメディアセンター
T-79 京都大学
T-80 名古屋大学 情報連携統括本部
T-81 九州大学附属図書館付設教材開発センター

休憩コーナー

ポスター発表

ドリンクコーナー

T-01～02

T-11～12

T-77～78

T-51～52

T-61～62

T-44～45T-41～43

T-31～34

T-29～30T-23～24T-21～22

T-14～15

T-03～04 T-05 T-06 T-07 T-08 T-09 T-10

T-16 T-17 T-18 T-19 T-20

T-26 T-27 T-28

T-13

T-25

T-36 T-37 T-38 T-39 T-40

T-46 T-47 T-48 T-49 T-50
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T-66 T-67 T-68 T-69 T-70
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T-63 T-64 T-65
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展示（正会員）

T-73	 一般社団法人大学ICT推進協議会（AXIES）
・大学ICT推進協議会の概要、現況
・情報倫理デジタルビデオ小品集７の案内

T-75	 国立情報学研究所
「学認が支える学術基盤の「信頼」とは ―フェデレーションからクラウド、研究データ管理まで―」
学術認証フェデレーション「学認」は、学術情報基盤における信頼（トラスト）の確立を目指しています。学認の一環とし
て提供されるフェデレーション、クラウド、研究データ管理などのサービスをご紹介いたします。

T-76	 立正大学 AP（大学教育再生加速プログラム）運営委員会
「立正大学 大学教育再生加速プログラム（AP）」
本学ではAP実施にあたり、事務局設置、特任教員２名採用等多岐にわたった教育改善活動を実施しています。

T-77	 大阪大学サイバーメディアセンター
サイバーメディアセンターが提供する教育・研究に関するサービスおよび様々な支援活動について紹介します。

T-79	 京都大学
「教職協働・業務改善のための大学業務系システムのクラウド移行」
京都大学では教職協働・業務改善を目的とし、昨年末から今年にかけて業務系システムをクラウドに移行しました。
本展示ではその背景から現在の状況について紹介します。

T-80	 名古屋大学 情報連携統括本部
「名古屋大学における教育研究用ICT基盤」
名古屋大学情報連携統括本部の活動、ICTに関連するサービス、情報基盤整備、情報基盤共同利用などについて紹介を行う。
ポスター、情報連携統括本部パンフレット、NUICレター、共同利用公募案内の展示を行う。

T-81	 九州大学附属図書館付設教材開発センター
「九州大学附属図書館付設教材開発センターの活動報告」
2011年４月に設置された教材開発センターのこれまでの活動内容と成果についてご報告いたします。特にMOOCの制作と
開講、ICT活用電子教材の開発実績についてご説明いたします。

展示（賛助会員・非会員）

T-01	 ネットワンシステムズ株式会社
「運用管理の効率化を実現するAI活用ソリューションのご紹介」
クラウドAI型無線アクセスポイント「Mist Systems」、使用状況を可視化できるストレージ管理「PureStrage」、AIを活用
した潜在意識分析、AI顔認証を実現する「SAFR」を展示します。

T-03	 株式会社シー・オー・コンヴ
「新製品！高機能ネットブート『CO-COlorsほたて』と貸し出しPC運用支援ソリューション『CO-OnSen』〜BYOD化
を強力に支援し教育の高度化に貢献〜」

「PC教室運用で多くの実績を誇るCO-CONVネットブートが機能・性能を大幅アップデート」「充電・イメージ更新・自動貸
し出し・返却期限管理などの貸し出しPC運用はすべて『CO-OnSen』におまかせ」

T-05	 丸善雄松堂株式会社
「教育支援システムとのプラットフォーム一元化による効果的な学習環境の構築」
教育支援システムと丸善雄松堂の電子教科書・教材サービス、電子図書館サービスとの連携を通じて効果的な学習環境の構
築や事例をご紹介し、学生の学習を強力にサポートします。

T-06	 システムギア株式会社
「IC/磁気対応ハイブリッドカードリーダー、学割証発行システム」
ICカード、磁気カードに対応したハイブリッド型のカードリーダーをご用意しております。
講義出席管理や勤怠管理用途にご利用いただけます。学割証発行に特化したシステムもご提案可能です。

T-07	 Blackboard Japan株式会社、アシストマイクロ株式会社
「クラウドLMS×連携ソリューション×学修成果の可視化」
学修成果の可視化に向けてBlackboard Open LMS、及びLearnのデモと、簡単に連携可能なお役に立てるソリューション、
お客様の活用事例をご紹介します。ぜひ、ブースでご体験ください。
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T-08	 ジュニパーネットワークス株式会社
「BYOD時代にふさわしい先端的なAIクラウド型無線LAN/Office 365導入後のネットワーク負荷を効率的に分散」
・BYOD時代にふさわしい先端的なAIクラウド型無線LANが「つながらない」「遅い」を解決
・O365導入後に“ネットワークが重くなった”と感じたら？トラフィックの最適化で拠点間のボトルネックを解消

T-09	 日本システム技術株式会社
「日本システム技術株式会社 GAKUEN/UNIVERSAL PASSPORT」
大学様向けポータルシステムのUNIVERSAL PASSPORTから、教育支援機能を中心にご紹介いたします。

T-10	 さくらインターネット／プラナスソリューションズ
「新たなビジネスモデルに挑戦するさくらインターネット（株）とプラナスソリューションズ（株）」
さくらインターネットとプラナスソリューションズは協調してデータプラットフォーム事業「Tellus」に参画する他、スー
パーコンピュータのクラウド化など新しいビジネスモデルに挑戦しています！

T-11	 ソニービジネスソリューション
「・研究データの大容量・長期管理「オプティカルディスク・アーカイブ」
・講義映像に新たな価値創造。AIを活用した「エッジ・アナリティクス・アプライアンス」」

・研究データの大容量・長期管理：大容量の研究データを安全に長期保存・管理するための光ディスクストレージをご紹介
・AIを活用した講義収録新手法：講義収録の課題をAIを活用して解決した新手法をご紹介

T-13	 レッドハット株式会社
「オープンソースソフトウェア関連技術とレッドハットが提供する実践的な教育支援」
デジタルイノベーションが叫ばれる中、オープンソースソフトウェア（OSS）の技術は年々重要性を増しています。注目の
OSS技術に加え、研究活動の助けとなる技術やスキル獲得を支援するメニューをご紹介します。

T-14	 アカマイ・テクノロジーズ合同会社
「公開サーバ、学内LAN、研究室まで多面的に守る アカマイのクラウド型セキュリティサービス群」
情報流出、Web改ざんなど大学を取り巻く脅威は、インターネットを経由して行われています。20年間インターネットの
基盤を支えるアカマイが、そのEdgeプラットフォームによる保護で御校を脅威から守ります。

T-16	 株式会社内田洋行
「大好評の「ウチダのOffice学割」のAXIES正会員向け特別プログラム／大学向けセキュリティ対策ソリューションのご紹介」
ご利用学校数が260校を超えた「ウチダのOffice学割」に、AXIES正会員様向けの特別プログラムが追加されます。また、
大学や教育機関で多くの実績のあるセキュリティ対策製品をご紹介いたします。

T-17	 CTC/サイオステクノロジー
「簡単で安全！ShibbolethとSNS/FIDOを活用した多要素認証のご紹介」
CTCのSNS連携・FIDO認証機能とサイオステクノロジーのShibbolethにおけるAzureADの多要素認証制御。２つの強みを
組み合わせたセキュアなクラウドID基盤をご紹介します。

T-18	 株式会社日立製作所
「オープンサイエンスを加速する日立のクラウド環境と多様なソリューション」
日立は、研究データを管理・公開する各基盤の導入から、各種クラウドサービスのご提供、お客さま個々のニーズに合わせ
たIoT・人工知能（AI）などのソリューションの活用まで、幅広くご支援します。

T-19	 ファルコンシステムコンサルティング株式会社
「クラウド対応統合認証基盤WisePoint Shibboleth v７」
WisePoint Shibboleth v7の最新機能と、デモコーナーではテレワークにおける認証、SSO、IDのプロビジョニングをご紹介
致します。

T-20	 ワールドビジネスセンター株式会社
「端末からサーバ・インフラまでをトータルサポートするICT包括ソリューションサービス」
大学ICT部門様の負担軽減、業務効率化を実現するシステム運用管理などの各種BPOサービス、仮想デスクトップソリュー
ションをご紹介いたします。

T-21	 アドビシステムズ株式会社
「Adobe Creative Cloud 教育機関向けライセンス」
世界中で使われているクリエイティブツール群の教育機関向けライセンスのご紹介です。これからの大学教育に欠かせない
新世代のデジタルリテラシーの育成に、ICT環境整備の一環としてぜひご検討ください。
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T-23	 NEC SX-AURORA
「大学・研究機関向け 次世代イノベーションプラットフォーム “SX-Aurora TSUBASA”」
使い易さと超高性能を両立した『SX-Aurora TSUBASA』。デスクトップで利用可能なエッジモデル～大規模計算向けスー
パーコンピュータモデルまで幅広いラインナップをご用意しています。

T-24	 NEC 教研系システム
「学生にも学び方改革を！新たな教育環境を提供するVDI予約システム「Virtual Desktop Reservation System」」
学生に大学のPC環境を自由に利用させたい、NECのVDI予約システムはそんなお悩みを解決。大学資産を有効活用し、サー
ビス向上を実現できます。顔認証・Shibboleth認証にも対応しています。

T-25	 リコージャパン株式会社
「42インチの薄型電子ペーパー！軽量・防塵防水・バッテリー駆動（参考出展）&サッとスライド、RICOH Handy Printer」
ホワイトボードに手書きした内容を簡単に電子データとして保存、手書きをテキスト化しPC等への再入力が不要です。ワイ
ヤレス接続でPCから文字・図等簡単に表示でき、遠隔地と内容を共有できます。

T-26	 Dropbox Japan株式会社
「高等教育機関で採用が進むDropbox Educationの概要紹介 ～教員・学生に支持され、いつでもどこでもデータにアク
セス、その秘密を事例を交えて紹介」
個人向けの優れた利便性と大学が必要とするセキュリティや高度な管理性を備えたDropbox Education。世界では40万社、
国内でも関西大学、有名私立など各分野で採用が拡大中の理由を紹介します。

T-27	 SCSK株式会社
「次世代教育プラットフォーム SCSK Campus Innovations」
SCSKではICTを活用した次世代教育プラットフォームを提供し教育の質保証をサポートしています。ポートフォリオ機能
を中心に、「DreamCampus」、「PrimeLearning」をご紹介します。

T-28	 パロアルトネットワークス株式会社
「パロアルトネットワークスの提案するセキュリティの最新像を展示・ご紹介」
学内を、クラウドを、未来をセキュアに。
次世代ファイアウォールのみならず、次世代エンドポイント、XDR、クラウドセキュリティなど、弊社の提案するセキュ
リティの最新像を展示・ご紹介致します。

T-29	 シスコシステムズ合同会社
「Wi-Fi６＋セキュリティ＋働き方・学び方コラボレーション改革を推進するシスコ」
今後の「学び方改革」「働き方改革」を支える、無線技術やビデオコミュニケーションを中心にご紹介いたします。その他、
サイバー脅威に対する対策ソリューション、教材など各種シスコソリューションもご紹介します。

T-31	 西日本電信電話株式会社
「NTT西日本の文教ソリューションに対する取組み」
NTT西日本の文教向けソリューションご紹介
・大学各種証明書をネット上で申請し、コンビ二で受け取り可能：証明書発行サービス
・クラウド活用やセキュリティ分野等、大学ICT環境に必要なソリューション

T-35	 日本マイクロソフト株式会社
無限に広がるチームワークを実現するコラボレーションデバイスSurface Hub 2S新登場！学内コミュニケーションHubとし
て大注目のTeamsと共にご紹介します。

T-36	 フォーティネットジャパン株式会社
「大学のキャンパスネットワークにおける不正な端末の早期発見とクラウドセキュリティ対策」
・ネットワークに接続するデバイスやユーザを可視化：FortiNAC
・マルチクラウドセキュリティ：FortiGate on AWS/Azure/GCP、FortiCASB、セキュアSD-WAN

T-37	 株式会社クライム
「クライムが提供するバックアップ、DR、VDIソリューション」
文教用VDIツール「Accops」、仮想化（VMware, Hyper-V, AHV）＋物理環境バックアップ、DRツール「Veeam」、AWS特
化の「Druva」などをご紹介します。

T-41	 アマゾンウェブサービスジャパン株式会社
「Amazon Web Services（AWS）with our Partners」
2006年にアマゾン ウェブ サービス（AWS）はサービスの提供を開始しました。今回は弊社のパートナー企業様と一緒にサー
ビスや事例のご紹介を行います。
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T-44	 丸紅情報システムズ株式会社
「文教向けネットワーク＆セキュリティソリューション」
・キャンパス間ネットワークを仮想化し接続できるNWゲートウェイ製品
・標的型攻撃に対応する学内対策ソリューション
等をご紹介します。

T-46	 ニュータニックス・ジャパン合同会社
「ハイブリッドクラウドを実現するNutanix Enterprise Cloud OS」
Nutanix Enterprise Cloud OSは柔軟かつ俊敏性のあるハイブリッドクラウドを実現するソリューションです。デモを交え
ながらご紹介させて頂きます。

T-47	 三井情報株式会社
「OpenStack on Nutanixによるクラウド・バイ・デフォルトの実現」
Nutanix基盤上にOpenStackを用いて大学独自のクラウド環境を実現。
柔軟な環境が必要な教育・研究の場において、大学のニーズに適したクラウド環境を提供する。

T-48	 パナソニックインフォメーションシステムズ株式会社
「必携PC・マルチOS教室をスマートに実現する最新ソリューションをご紹介」
全国的に取り組みが加速している必携PCを支援するソリューションや、Windows・macOSのマルチOS教室をスマートに管
理する最新ソリューションをデモ展示いたします。

T-49	 フォトロンM&Eソリューションズ株式会社
「講義収録・医療/看護実習のシミュレーション収録配信システムのご紹介」
講義収録配信、反転授業、OSCE等の医療/看護系実習のシミュレーション収録など様々な動画活用において、収録システム
及び動画配信システムで革新的なご提案をします。

T-50	 富士ゼロックス株式会社
「AI/クラウドと連携‼ 大学市場における複合機ソリューションのご紹介」
日々、新たなICTがスポットライトを浴びる時代。富士ゼロックスはAIとクラウドを利用して学内のIT連携の中心に複合
機を置くことで、教員、学生、職員間の情報とコミュニケーションの充実をご提案します。

T-51	 アラクサラネットワークス株式会社
「大学向けネットワークセキュリティソリューション」
インシデント時に通知される被疑端末のIPアドレスから、その所在や過去の接続状況を確認できるソリューションを紹介。
さらに、ネットワーク運用管理を容易化する新製品も展示予定。

T-53	 株式会社コムネット
「情報基盤システムのご提案」
大学様に導入実績のある認証基盤ソリューションです。
是非お立ち寄りください。

T-54	 株式会社アルファシステムズ
「多台数PCの管理・運用やPC授業に最適な製品をご紹介」
・PC運用システム「V-Boot」：１台のPCで全台一括設定
・環境復元システム「V-Recover」：再起動で簡単に環境復元
・授業支援ソフト「V-Class」：Mac、Win、Linux対応

T-55	 日経BP／日経BPマーケティング
「ITリテラシー向上、資格取得等に役立つクラウド型教育コンテンツ提供サービス「日経パソコンEdu」のご紹介」
「日経パソコン」が提供するクラウド型デジタル教材サービスです。Officeや情報モラルなどITリテラシー向上に役立つ情
報から、プログラミングやAIなど最新トレンドまで、多彩なコンテンツをお届けします。

T-60	 株式会社朝日ネット
「クラウド型教育支援システム「manaba」」
「manaba」はLMS・ポートフォリオをベースとしたクラウド型教育支援システムです。
現在90校に全学規模でお使いいただいております。
本展示ではサービス概要や活用事例等をご紹介致します。

T-61	 富士通株式会社
「2020年度新入生向け キャンパスモデルノートPCのご紹介」
利用シーンに応じてノートスタイル、タブレットモード、スタンドモード、テントモードを使い分けられるコンバーチブル
型の２ in １PCなど、2020年度の新入生向けのノートパソコンを展示してご紹介します。
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T-63	 日鉄ソリューションズ株式会社
「学務情報システムCampusSquareは、「学生」「教員」「職員」三者間での学内情報共有と有効活用を実現します。」
「学生」「教員」「職員」が情報を共有化し、必要な情報を迅速かつ正確に収集・提供できる環境を構築、学生関連業務の豊
富なサブシステム提供により大学様の種々の業務機能に対応しております。

T-64	 キヤノンマーケティングジャパン株式会社
「教育支援情報プラットフォーム「in Campus」シリーズと活用事例としての留学管理システムの紹介」
ポータル・LMSを皮切りに進化する「in Campus」シリーズ全般（ポートフォリオ・コミュニティ・デバイス・スキャン・
プリント）と19年に神戸大学様でスタートした留学管理システムを紹介します。

T-65	 ユニアデックス株式会社
「グループワーク型授業に向けた大学クラウドサービス」
「クラウド型パソコン教室サービス／クラウド型ホワイトボードサービス
クラウド型メール／ウェブ／セキュリティ運用サービス」に関し、大学様の事例を交えご紹介致します。

T-66	 エクスジェン・ネットワークス株式会社
「エクスジェン・ネットワークスが提供するID管理ツール LDAP Managerとクラウド型ID管理サービス（IDaaS）
Exticのご紹介」
LDAP Mangaerでオンプレミスの統合ID管理を実現。
また、クラウド型のID管理サービスであるExticでID管理と学認参加も実現可能です。

T-67	 株式会社東和エンジニアリング
「マルチデバイス対応ワイヤレスコラボレーションツールと人・場所の“今”の状況見える化ソリューションのご紹介」
複数のPCやスマートデバイスの画面、画像などのコンテンツをワイヤレスで簡単に表示できるコラボレーションツールと、
人の所在や状況、場所・物の“今”の状態を見える化できるソリューションをご紹介します。

T-68	 株式会社プリンストン
「どこからでも気軽に利用出来る「ハドルルーム」に最適なコラボレーションツール」
遠隔会議システムやクラウドを組み合わせ、離れた場所にいる「教員同士」「教師と生徒」「生徒同士」による打合せや研修、
授業など、さまざまな場面で簡単気軽にコラボレーションができる製品をご紹介します。

T-69	 日本オラクル株式会社
「SINET接続利用でデータ転送量なし!! OSS利用にも最適なOracle Cloud」
2019年５月に東京に新設された弊社データセンターが、SINET接続にも対応致しました。
データ転送コストを気にせず利用できる、高パフォーマンスで安価なクラウドサービスをご紹介致します。

T-70	 エイチ・シー・ネットワークス株式会社
「次世代高速Wi-Fi（IEEE802。11ax対応）アクセスポイントで学びの場の変革を」
次世代無線規格（IEEE802。11ax Wi-Fi６）に対応した無線アクセスポイントをご紹介。これまでの学びの場を変える無線
LANでキャンパス内の課題を解決します。

T-72	 日本データパシフィック株式会社
「WebClassクラウドサービスと情報倫理デジタルビデオ小作品集７」
全国90大学以上で導入いただいているeラーニングシステム「WebClass」がSaaSでご利用頂けるようになりました。
ご好評を頂いている「情報倫理デジタルビデオ小作品集７」も展示しております。

T-38	 東京エレクトロンデバイス株式会社
「IT資産の状況を可視化し、対処方法と優先順位を提示。サイバー攻撃実行のインフラを調査攻撃予測。」
Balbixは全ての資産、攻撃ポイントの脆弱性を監視、把握し、対処策を提示します。
Seclyticsは様々な脅威情報に対して機械学習を用い攻撃元のIPアドレス及び攻撃の種類を分析します。

T-39	 株式会社ネットスプリング
「株式会社ネットスプリング製品（AXIOLE・eFEREC）ご紹介」
（株）ネットスプリング最新製品紹介
・AXIOLEネットワーク認証管理製品：ハードウエア版から仮想版、クラウド版
・eFERECネットワークエンドポイントアクセス管理装置：SAML認証

T-40	 Infoblox株式会社
「デジタルトランスフォーメーション時代におけるセキュリティ基盤としてのDNSの有用性」
Infobloxは脅威を素早く検知・阻止し、セキュリティスタック全般のパフォーマンスの最適化を実現するための基盤となる
セキュリティを提供します。
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T-56	 共信コミュニケーションズ株式会社
「「DaAlps」～AIによる講義収録コンテンツの活用～」
DaAlpsとはAIによる講義収録コンテンツ活用ソリューションです。音声をAI解析する事で、キーワード検索が可能。必要
なコンテンツをAIによって探しあてる、講義収録の新たな活用方法を提案します。

T-57	 株式会社クオリティア
「メールセキュリティなら、QUALITIA！」
クオリティアは、国公立・私立大への導入実績も多い「Active! mail」や「DEEPMail」をはじめ、標的型攻撃対策「Active! 
zone」などメール・メール周りのセキュリティを展示します。

T-58	 マクニカネットワークス株式会社
「学内外のユーザを守る、クラウドベースのセキュリティのご紹介」
働き方改革、学生のBYODなど学内ネットワークにおけるセキュリティ対応は引き続き大きな課題です。Infoblox製品を利
用したセキュリティ対応と万が一の際の端末特定を他製品との連携を絡めて紹介します。

T-59	 株式会社シティアスコム
「モバイルアプリで大学の魅力度UP！と業務効率化のススメ」
今や欠かせないモバイル。弊社のモバイルアプリで魅力度UPを実現しませんか？モバイル×クラウドが、学校の魅力を飛
躍的に変化させます。また、業務改善も必須。RPAを用いた効率化を徹底的に実践しましょう。

T-71	 全国大学生活協同組合連合会
「学生が思わず教科書を読みたくなる⁉＜古くて新しい学びが実現できる＞大学生協の専門書ビューアのご紹介」
先生方からは「学生が教科書を読むようになった。学生が教科書をどう読んでいるかが解った。」「学生の予習復習に役立っ
ている。」というお声を頂いています。導入費用は基本的にゼロ。先生お一人から始められます。

T-74	 一般財団法人高度情報科学技術研究機構
「HPCIシステム・HPCIシステムにおける利用支援」
HPCIは国内最先端のスーパーコンピュータ等を高速ネットワークで接続し、ユーザーが利用できる共用計算環境基盤です。
スーパーコンピュータ「京」の研究成果、HPCIの概要、利用、成果について紹介します。
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